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令和２年第４回 邑南町議会 定例会（第５日目） 会議録 
【令和２年６月１１日（木）】 
―― 午前９時30分 開議 ―― 

 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

開議宣告 

 
●山中議長（山中康樹）  おはようございます。これより本日の会議を開きます。本日の議

事日程は、あらかじめお手元に配布をしたとおりでございます。 
 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

 
●山中議長（山中康樹）  日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。１１番辰田議員、

１２番亀山議員、お願いをいたします。 

 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第２ 一般質問 

 
●山中議長（山中康樹）  日程第２、一般質問。昨日に引き続き、一般質問を行います。 
 
●山中議長（山中康樹）  ここで、暫時休憩とさせていただきます 
 

―― 午前９時31分 休憩 ―― 

 
（Ａグループ議員退席） 

 
―― 午前９時32分 再開 ―― 

 
●山中議長（山中康樹）  再開をいたします。 
 

●山中議長（山中康樹）  それでは通告順位第８号、亀山議員、登壇をお願いいたします。 
 

（議員登壇） 
 
●亀山議員（亀山和巳）  議長。 

 

●山中議長（山中康樹）  １２番。亀山議員。 

 



●亀山議員（亀山和巳）  はい。えぇ、１２番亀山でございます。えぇと、最終日の１番

バッターとして登壇させていただきました。この度はスクリーンがあるんでマスクをはずし

て話せということだったんですが、これが見てもらいたいのは、およそ十日くらい前に届き

ました、国から届いた、あのぅ、俗にいうアベノマスクといわれるマスクです。普段、不織

布のマスクをしておりますと、かなりこう覆うんですが、ちょっとやっぱりテレビで見ます

ように割合小そうてちょっとやりづらい感じもありますが、息の抜けはいいように感じます。

やっぱり遅れてきたのは、夏向き用にということで遅らしてきたんかなぁとも思いましたが、

これからは、こういう布マスクがいいかなぁと思います。で、まぁ、はずしてやらしていた

だきます。えぇ、それで今定例会は新型コロナウイルスの議会といわれるほど、新型コロナ

に対するいろいろと議論がなされてきたわけですが、最終日になりましたので、ほとんどの

ことについていろいろこれまでの対応とか、今後のことについて、えぇと、質問、答弁もあ

ったところでありますが、私なりにまた、あのぅ、二、三の点についてお伺いしたり、また

提案してみたいと思います。そこではじめにお断りしておきたいんですが、昨日の大屋議員

さんの、あのぅ、質問のなかの、提言のなかで、えぇ、町長が言われましたやはり私たちは

議員としてほんに個々で対応をしております。あぁ、議員同僚と相談しながらでも進めてお

りますが、やはり、そのぅ、バックがおりません。ですから、提案するにしても町民の皆さ

んの声を聞いたりしたぐらいなことでの提案になりますんで、町長から言いますと大変つた

ないことになるかもしれません。でも、町長は、副町長はじめ多くの職員を抱えておられま

す。戦争でいうなら織田信長と野武士が戦争するようなものですんで、まあ、その点はあし

からずご了解をいただきたいと思います。えぇと、そこでですね、新型コロナウイルスの対

応については、非常事態宣言が解除されたことで一応の区切りがついたようですが、終息で

はないといわれて、日常生活や経済活動において大きな変革が求められております。あらゆ

る分野での新たな日常に向けた検討、模索が急がれておるなかで、えぇ、国からは新しい生

活様式の実践例として、厚生省から、厚生労働省から、また学校における新型コロナウイル

ス感染症に関する衛生管理マニュアルとして、学校の新しい生活諸式というものが公表され

ていると思います。そこで、１番目にお伺いしたいのは、えぇと、コロナウイルスの感染予

防には、そうした生活様式の、文書を見てみますとソーシャルディスタンスであるとかマス

クの着用、手洗い、消毒などがあげてありますが、まだ、ワクチンや治療薬の開発には時間

がかかるようです。ウイルスを退治することと同時に感染しないように、また感染したとし

ても重篤な状態にならないために私たちの体の免疫力を高めるということをテレビなどで

最近目にするようになりました。国から出された新しい生活様式というなかを見てみますと、

そういった免疫力という言葉が、わし、ちょっと見つからんようなんですが。そこで、免疫

力とは、体力ではなかろうと思います。体力のあるスポーツ選手でもコロナにかかったりさ

れておりますんで。えぇと、このコロナウイルスに立ち向かう免疫力とは何なのか、また、

それを高めるために私たちは日ごろどういったことに注意していけばいいのか、ということ

をお伺いします。 

 

○土﨑保健課長（土﨑しのぶ）  議長、番外。 
 

●山中議長（山中康樹）  土﨑保健課長。 
 

○土﨑保健課長（土﨑しのぶ）  新型コロナウイルス感染症予防のための免疫力について

のご質問です。新型コロナウイルスは高齢者や糖尿病、心不全、呼吸器疾患等の基礎疾患が

ある方が重症化のリスクが高いといわれています。しかし、先ほどおっしゃられたように持



病のない若い方が死亡した例もございまして、どのような場合に重篤化するのか詳しい要因

はまだ十分に解明されておりません。現段階では有効な治療法、ワクチンも開発されていな

い状況ですので、新型コロナウイルスにかからない、かかっても重篤化しないために免疫力

を高めるということがより重要になると考えております。免疫とは、細菌やウイルスなどの

外敵から身体を守ったり、体内で生まれるがん細胞を死滅させるなど、病気になることを防

ぐ仕組みのことをさします。私達の身体には、日々いろいろな細菌やウイルスが侵入してき

ますが、その外敵に対して白血球を中心とする免疫細胞が働くことで病気にならずにすんで

います。ちなみに、免疫細胞が最も多く存在するのが腸です。腸は食べ物の消化吸収を行う

だけでなく、人体の免疫をつかさどるリンパ球のおよそ６割から７割が腸内に存在しており

まして、腸の状態は免疫力と深い関係がございます。次に、免疫力を高めるための方法とそ

の理由についてご説明申し上げます。一つ目は、バランスのとれた食生活を意識することで

す。腸内環境を整えて、免疫細胞を活性化させことで免疫力を高める効果が期待できます。

添加物や化学調味料などをできるだけ避けて、良質なたんぱく質、食物繊維やミネラル、発

酵食品などを積極的にとっていただくことが大切です。二つ目は適度な運動をするというこ

とです。体を温めて免疫力を高めるためには、運動は欠かすことができません。運動は、免

疫機能を向上させるだけでなく生活習慣病を予防したり転倒を予防したり脳を活性化させ

るなどの機能もございます。三つ目にぐっすりと寝ることです。心も体も昼間の緊張から解

放されてリラックスしているのが睡眠中です。睡眠中は免疫細胞の働きがとても活発になり、

免疫力が高まります。四つ目によく笑うことです。笑うと副交感神経が優位に働きます。ま

たナチュラルキラー細胞という免疫を司る細胞が活性化するとも言われています。五つ目に

ストレスをためないことです。持続的に強いストレスがかかると脳がストレスに反応して自

律神経のバランスが崩れ、ステロイドホルモンというものが分泌されて白血球の中のリンパ

球や細胞の働きを低下させてしまします。六つ目には体を温めることです。運動や入浴をし

て体を温めますとリンパ球が増えて活性化し、免疫機能が向上します。また、体が温まりま

すと血管が広がって副交感神経が優位となってリラックス効果もあるといわれています。以

上申しましたように免疫をあげるためには、特別なことをするわけではなく、日常の生活の

なかで無理なく続けられることを行っていただくことが大切だと思います。一つでも普段の

生活に取り入れて免疫力を高めることで、ウイルス等の外敵に負けない体を作っていただき

たいと考えます。 

 

●亀山議員（亀山和巳）  議長。 

 

●山中議長（山中康樹）  亀山議員。 

 

●亀山議員（亀山和巳）  はい。大変いいことを教えていただきました。えぇと、今六つ

か七つ言われたんですが、全部はいっぺんにはよう覚えんので、また議事録を起こしながら

それをしっかり覚えていきたいと思います。それと、こういったこともやはり町民の皆様に

もしっかりまたケーブルテレビ等で伝えていただければと思います。で、今は、あのぅ、課

長言われんかったんですが、重篤になる要因として喫煙者が重篤になりやすいいうことだっ

たんですが、私が愛煙家だということで、そこを忖度をして、そこまでは言うてもらわんか

ったんかもしれませんが。やはり私もたびたび、あのぅ、禁煙のチャレンジはしてみました

が、いまだにまだやめることができませんが、これを機会にもう一度考え直してみたいと思

っております。えぇと、そうして次の課題について。ひとつこれは町民の皆さんからも聞い

たりしたことなんですが、これを一つ検討していただきたいということで申し上げてみたい



と思います。えぇと、３密を避けるための注意や工夫がなされて、それがだんだん定着し、

地域コミュニティーが変革していくものもあります。緊急事態が発せられて亡くなった方を

送る葬儀がご近所や集落、地域の皆さんへの感染の心配をかけないために家族葬で行われて

います。そこで、町内３か所にあります町営の斎場、特にそこの休憩所となっとる畳の間で。

あぁ、小家族の家族葬がそこでできればという声を聞くんですが。町の斎場でそういった家

族葬を希望によって営むということはできないものでしょうか。そこをお伺い致します。 
    
○渡邊町民課長（渡邊庸子）  議長、番外。 
 

●山中議長（山中康樹）  渡邊町民課長。 
 

○渡邊町民課長（渡邊庸子）  邑南町の新型コロナウイルス感染症対策本部の方から町の

施設を閉鎖した時期には、あのぅ、自治会館等の使用を同様にかけさせていただいておりま

したので、その間葬儀の場所については大変ご心配をされたことと思います。議員ご質問の

火葬場で葬儀ができないかということでございますが、法律上、火葬場で葬儀をしてはいけ

ないということは書かれておりません。ただ、火葬場は火葬をするところ、葬儀場では葬儀

をするところと、まぁ、一般的にはすみ分けをされているんではないかと思います。最近は、

葬儀場を併設された火葬場がどうも民営であるようなことは聞いてはおりますけれど。邑南

町の火葬場ができた時期というのは、公設の火葬場が多く、火葬をしている間に待つお部屋

が必要だということで待合室を設けております。ですので、葬儀場として使用するには十分

な施設ではございませんし、邑南町の斎場条例の待合室の使用料というものは設定しており

ません。現段階で火葬場を葬儀場として営むことは大変難しいことと考えております。 

 

●亀山議員（亀山和巳）  議長。 

 

●山中議長（山中康樹）  亀山議員。 

 

●亀山議員（亀山和巳）  はい。えーっと、これにつきましては特に、あのぅ、高齢の方

をこの邑南町に残し、また、家族の方が町場へ出とられる方がこっちへ帰って、そのぅ、葬

儀を営む場合、邑南町の場合は、これ条例でもありますように邑南町斎場条例とあります。

ほいで、町場の人が斎場という言葉を聞かれると葬儀場を意識されるわけですよね。で、斎

場とはどういうことなんかのぅと思うて調べてみますと、火葬場とかつては、斎場イコール

火葬場という理解をされとったそうですが、現在は、斎場と火葬場とは別な考え方になっと

るようです。ですから、邑南町の条例が斎場という言葉、邑南町火葬条例、火葬場条例でな

いということで、そういった、あのぅ、葬儀もできるんじゃないかいう、あのぅ、ことが私

達に言われるんではないかと思います。また、まぁ、この問題につきましては、このコロナ

ウイルスが感染が起こった以前に、もう議会の意見交換会のなかでも、どっかの地域の方か

らそういった意見も出ておりますので、今後また、住民さんの希望等について、あぁ、希望

がありましたら、また検討をしていただければと思います。それで、この問題はまだ、今後

考えていただきたい。また、どれだけの要望があるかわかりませんが、よろしくお願い致し

ます。そこでですね、昨今の少子高齢化や住民のライフスタイルの変化で地域の存続が困難

な状況が生まれているなかで、新型コロナウイルスとの長い付き合いがまた加わって、新た

な地域コミュニティーを作ることが求められています。先ほどの斎場の件につきましても、

地域コミュニティーの変化というものもこういったところに表れていると思います。そこで、

本町が今、取り組んでおります島根大学との共同研究によって持続可能な地域コミュニティ



ーの形成の指針が示される。共同研究がされるようですが、これに大いに期待するものであ

ります。今後、このコロナウイルス対策も含めた地域のコミュニティーがいかにあるべきか

をしっかり検討していただきたいと思います。それには、予算額が今でいうと２０万なんで

すが、これをもっと増やしてしっかりしたものの指針が出ることを期待しております。それ

と、コロナ、今後のコロナウイルス対策については、いろいろ遠隔で、人と人とが接触しな

いようにオンラインでとかデジタル媒体を利用してとかいうことは再々聞くわけですが、幸

いにしてこの邑南町には、ケーブルテレビ網が全町に張り巡らされております。これも双方

向の通信ができる状況に調うております。これをしっかり、今後利用して、えぇ、いろんな

町民とそれから町との連絡と、それと、あのぅ、特に高齢者の見守りの件についても、お互

い対面で、あのぅ、安否を確認することは原則だったかもしれませんが、やはりちょっとそ

の点を工夫すると、対面でなくてもその画面を通じて安否確認もできるようになるんではな

いかと思います。せっかくあるＣＡＴＶの施設です。これを大いに利用して、先進的なこの

地域コミュニティーができることを期待してこの問題を置きたいと思います。それで３番目

にですね、これは、町長にお伺いしたいとこなんですが。えぇ、さきの臨時会の町長の挨拶

の中で話されました夏季の期末手当を返上するという件です。新型コロナの対応で休業等要

請したことで、苦境にある町民に寄り添う気持ちをあらわすこととして、石橋町長は単独で

夏季の期末手当を返上するために、特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例

の一部改正を議案として出されております。今、国をはじめ他の自治体においても同様の例

があるようですが、本町では、こういったことは合併当三位一体の改革から町財政の窮状を

しのぐため、執行部四役をはじめ、職員、議員。町行政機関が一体となって、えぇ、給与や

報酬カットをしたことがあると思います。そのときは、町がしっかり協議して、相談して、

町の姿勢としてそれを町民の皆さんにあらわしたわけですが、なぜ、今回は石橋町長単独で

ほかは置いてきぼりなのか。その点について町長のお考えを、思いをお伺い致します。 
 
○石橋町長（石橋良治）  議長、番外。 
 

●山中議長（山中康樹）  石橋町長。 
 

○石橋町長（石橋良治）  えぇ、先ほどの免疫力の話を聞いておりまして、まぁ、冒頭に

亀山議員さんから笑いを誘うような、あのぅ、出だしがあったわけですけれども、やっぱり

笑うってことは非常にいいことだなぁと。亀山さんが言ったことでわっとこう笑った。私も

笑った。それで、多少私も免疫力が高まったかなぁと、こう思うんですけれども。非常にま

ぁ、いい話だったかなぁとこういうふうに思います。えぇ、まぁ、ご質問の点ですけれども、

まぁ、そういうことを質問していただくわけですから、こうしたケーブルテレビの放映のな

かで町民の皆さんにも私の気持ちをお伝えするいい機会を与えていただいたなぁと、まずは

まぁ、お礼を申し上げたいというふうに思います。えぇ、まぁ、あのぅ、私も議員さんもそ

うでありましょうけども、選挙で負託を受けて、住民の期待に応えようと、まぁ、頑張って

いる点については全く一緒だろうと思いますし。まぁ、今回の私の提案が、まぁ、ある意味

ではそういう立場からすれば、あぁ、議員の皆さん方にとっても悩ましい点、あるいはいろ

んな意見があるのも無理からんことかなぁと、まぁ、こういうふうに思います。ただ、今回

は、国が非常に地方に厳しい姿勢を示した三位一体改革とはちょっと事情が、私は違ってい

るのだろうと思います。そういうなかで、やっぱり私は今回の問題については、町のトップ

としてですね、ある意味では政治決断をさせていただいたということであります。で、まぁ、

先月の報道発表以来、まあ、逆に励ましやら同情の声も数多く寄せられているわけでありま

すけども。えぇ、例えばトップは大変だねえ、あるいはよく決断をした拍手を送りたい、ま



ぁ、こういう意見も数々あるわけありまして。私が感じられるのは、やはり総じて好意的、

同情的かなぁと、まぁ、こういうふうに思っております。まぁ、しかしいろんな意見がある

のは承知をしているところであります。で、私の今回の思いにいたったことについては、も

う何回もしゃべっているので、あえて言うことはないかもしれませんけども、繰り返しをす

ればですね、まぁ、いわゆる誰も想像だにしなかったコロナ禍で、いわゆる大災害、いうよ

うなものから多くの町民が収入が減少して苦しんでいらっしゃる姿が目の当たりに、まぁ、

見受けられるわけであります。で、まぁ、ここは私が今まで１６年間政治信条として大事に

してきた住民に寄り添う町政の証として、えぇ、苦しみを共有するという意味から、自らに

期末手当の全額カットを課したものであります。で、まぁ、ここで注意するのは、職員に対

しての同調、圧力といわれるようなことなってはいけないと思いまして、事前に職員幹部で

も私の気持ちを話し、今回のことはあくまで町長石橋として判断したものであり、決して従

う必要はあるものではないというようなことも申し伝えております。えぇ、そういうなかで、

やはり今、県内の自治体も首長さんのなかには、いろんなこういう気持ちを共有というとこ

ろで、あるいは個人的な思いのなかでいろいろとでているわけでありますけれども、私が承

知しているところでは、安来市、大田市、雲南市、それから町でいえば邑南町、川本町、吉

賀町、奥出雲町、海士町、３市５町というふうに承知をしております。で、まぁ、手法につ

いてはいろいろどうもあるようでして、期末手当全額カット、あるいは給与何箇月分カット。

そのなかには特別職ということで、まぁ、うちでいう副町長、教育長も入っているところも

実はある。うちはそこまでは求めてないというのが私の今の状況であります。で、ここで、

なぜ、この期末手当なのかということでありますが、やはりあのぅ、先ほども言いましたよ

うに町民に寄り添うということは、やっぱり町民の目線でこう考えた場合に、これはもとも

との我々がいただいている給与とか期末手当の原資は、税金であります。皆さん方からいた

だいたお金であります。で、そのなかで今回期末手当ということにいたったところは、やっ

ぱり給料とは別にですね、まぁ、民間でいう上乗せのボーナス。これまで、この時期にもら

うんかというようなお気持ちにならざるを得ない、なる方々も、言葉にはでなくても気持ち

としてはあるんではないかなぁということを私は町民目線から感じているわけであります。

なかには、仕事をしっかりすればもらうものはもらったらいいんじゃないかというような意

見もあるかもしれませんけども、まぁ、この度は異常ともいえる非常事態でございますので、

えぇ、少しでも私の気持ちを苦しんでいる町民の皆さんの思いと共有をしたいという意思表

示のあらわれであります。したがって、この問題を事前にですね、このカットについて議会

の皆さんと相談して、その結果、仮にこの異論がでて、私自身それに従ってやめましょうと

いうことには、私自身はならない気持ちが強い。あくまでも町長自らのこれ姿勢の問題であ

るということを思っています。で、昨日の７番議員の話にも若干ふれるんですけども、まぁ、

予算の組立ての問題です。まぁ、あらかじめ使途を具体的に限定して提案したらどうかとい

うこともありましたけれども、そこはやはり今、国、県の交付金をしっかり確保するなかで、

急ぐものから、あるいは全体的にどうかということをやっているわけでございまして、えぇ、

このカットの使い道については、個人的にはコロナにかかわるものに使ってほしいという気

持ちはありますけども、これからは、この使い道については、議会の皆さんの今後の要望も

出てくるであろうし、息の長い問題でありますから、まずは一旦財政調整基金に取崩しを少

なくして、その分今後の対応にできる財源として担保していきたいなぁと。まぁ、今ちょう

ど、あのぅ、亀山議員さんもいわゆる、コロナ禍のなかで新たな生活様式のご提案があり、

まぁ、高齢者の見守りも含めて地域コミュニティーをどうするんかと。島大との連携を一生

懸命やっているのはいいことだと。しかし、本当にこれは２０万でいけるんかという話があ

った。まぁ、そういうふうな問題もあるわけでして、早々にですね、これを使途を明確にし



てっていうことは、やはりそのことはどうかなと思うんですが。あぁ、そこはいろいろ考え

方があるんで最後は考え方の違い、見解の相違ということになるのかもしれません。まぁ、

したがってですね、この点については、まぁ、論理的に１００％正しいとか悪いとかそうい

うことでもないというふうに思いますし、えぇ、この私の今の考え方というものを議会の皆

さんがどういうふうに判断され、処理をされるのか。また、今回のカットの問題について同

じ特別職として、あるいは議会の議会人としてカットの問題をどういうふうに処理をされよ

うとされているのか、そういうことも私も参考にさせていただきたいなぁというふうに、ま

ぁ、思っております。以上でごじます。 

 

●亀山議員（亀山和巳）  議長。 

 

●山中議長（山中康樹）  亀山議員。 

 

●亀山議員（亀山和巳）  はい。今、町長の思いを改めて聞かせていただきましたが。町

長の思いを聞いたあとで私なりのこれはつたない提案かもしれませんが、それをしてみたい

と思います。そこで、最後には、えぇ、この度の条例改正案を取り下げてくださいとお願い

しようと思いましたが、まず、まあこれは無理かもしれませんが、私なりにこの度の件につ

いて、住民の方の意見も聞きながら考えたことについて町長に話をさせていただきたいと思

います。そこで、この度のですね、町長の期末手当返上、この新聞記事をご覧になった町民

の方、近所の方から、なして町長さんそこまでやりんさらないけんのかや、と。なして町長

さん一人がそがあにい、ことをやりんさるんならいう声を聞きました。それからまた別な方

からは、町長がそういう方針なら議会、議員はどうするんならと言われる方もありました。

やはりさっき町長が言われたように、町内の方のなかにもいろんなご意見もあろうかと思い

ます。そこでですね、この度は手続き上は、執行部が条例改正案を出されて、本議会、本会

議で採決する手順で、これでいけばいいのかもしれませんが。なぜ、さっきも言いましたよ

うに昔のように、町の執行部一体となって、町執行部だけじゃない、議会も、町の行政機関

が一体となって町民に対応できる対策がとられなかったのか。まず、この町長の思いを聞い

た執行部の幹部の方は、そのときなぜ、町長そりゃあみずくさいですよと言われんかったの

か。または、あのぅ、夢響きあう協働のまちづくりということで邑南町のまちづくりは進め

ておりますが、これを思うと町長の思いが響かない孤独のまちづくりではないかというよう

にも思います。それともう１点考え方をかえてみますと、あのぅ、公職選挙法、これによっ

て規制を受ける先ほど町長も言われました町長なり私達議員は、債務の履行以外の寄附行為

を厳しく制限されております。ですから、町民の方、皆さん方これでなんとかしてあげたい

のぉ思うても、金銭的にそれをすることは公職選挙法では厳しく制限されとるのが私達の立

場であります。それと、さっき言われましたこの返上金について具体的なコロナ対策の使途

に今のところ充てられることはないということなんで、私達公職選挙法で規制を受ける者は、

町民に寄り添う気持ちをこういった金銭で表すことは適当ではないのではないかと思いま

す。それと、給料と期末手当の考え方ですが、えぇと、地方自治法を見てみますと、町長に

しても私達議員にしても給料及び報酬は、払わなければならないとあります。地方自治法で

みると期末手当、例えば町長の場合退職金。これは払うことができる、受け取ることができ

るになっとります。町の条例でみますと、これは報酬にしても期末手当にしても給料にして

も、これは支払うとなっております。ですから、町長が言えた期末手当は民間でいうボーナ

スの感覚だから今はそれを、ボーナスをいただく状況にはないという考え方かもしれません

が、民間のボーナスというのは、その会社の業績とか経済状況によって上がり下がりするも



んですが、こういった公務員の期末手当については、もうすでに条例でピシッと金額まで決

まったものなんで。これはボーナスという考え方よりも、報酬なり給料の一部として考える

のが適当ではないかなとも思います。そういったことで、町長の思いと私の思いとは、そこ

で相容れんものがあるわけですが。やっぱりこれを考え直してもらうことは、まず、無理だ

ろう思いますんで、次にいって、またこのあとの条例案の採決の時点で私たちの考えを示し

たいと思います。それで、次にですね、昨日も大屋議員の方からいろいろ質疑のありま、あ

ぁ、質問がありまして、えぇ、おおよそ答弁があったわけですが。まぁ、この度の静岡県の

富士市産業支援センター、f-Ｂiz が休止することになりました。また、それに伴って富士市

は全国２３の自治体で作る、このＢｉｚで作る全国会議からも撤退することが富士市の方か

ら発表されました。で、この件と本町のしごとづくりセンターの関係については、先ほどい

いましたように昨日の大屋議員からの質問で状況が示されたところですが、私が通告してい

ました株式会社イドムとの関係は今後どうしていこうとしているのか、については昨日の質

問のなかで、今後のことを検討するためにあり方検討委員会で協議するとの答弁がありまし

た。そこでですが、しごとづくりセンターは、もともと従来あった起業支援センターの、そ

のぅ、その業務いいますか、活動を拡大して引き継いだものであろうと思います。それで、

これを発足するときにも当時の起業支援センターの協議会をしごとづくりセンターの運営

協議会として引き継いでいく考えだということが議事録をみてみますとでてきます。ですが、

この運営協議会とあり方検討委員会とは、また違うものなんでしょうか。あのぅ、霧の湯の

あり方検討委員会がこの度できることになりました。それと同様のものをまた別に立ち上げ

ようとされておるのか、その点についてお伺いします。 

 

○石橋町長（石橋良治）  議長、番外。 
 

●山中議長（山中康樹）  石橋町長。 
 

○石橋町長（石橋良治）  まぁ、あり方検討委員会というのは、あくまでも仮称でありま

して、その名称にこだわっていただくと非常に困るんですけども。昨日はそういうようなイ

メージの名称を付けて申し上げたわけでありますが。えぇ、この、今のセンター長がですね

就任、採用の辞令を出したのが７月、令和元年７月１日。で、研修を終えてセンター長の業

務を開始をしたのが１０月１日でございますから、まだ１年満たないわけであります。そう

いうなかで、まぁ、昨日も申し上げましたように f-Ｂiz モデルをしっかり勉強しながら成

果を出してきているというのは、おそらくどの議員さんも認識されているでしょう。町民の

皆さんもわかっていらっしゃると思います。ですから今回の富士市のあったものは、直接的

には関係がないわけですし、f-Ｂiz モデルを否定をされたものでもないと思います。ですか

ら、そのモデルはモデルとしてしっかり基本にしながら、まぁ、どうしていくかということ

については考えていかなきゃいけないというのは私も同じ気持ちであります。で、まぁ、こ

れからの手順ということになりますと、邑南町しごとづくりセンター運営協議会というのが

ございます。で、ここで仮にあり方をどうするかとこう議論をした場合に、私は非常に、あ

のぅ、議論がある意味では散漫になるんじゃないかなと。つまり、運営協議会のメンバーの

数をみても２１人もいらっしゃいますし、それの意見を取りまとめていくっていうのは大変

だなぁと。で、今回のあり方を検討する場合、やっぱり骨太のですね、非常にまぁ、根本か

らどうするんかという問題にも当然かかわってくる問題ですので。いわゆる骨太の議論にな

るんだろうと思います。まあ、今のセンターは、私は維持はしていきたいんですけども、そ

れを今は直営でやっておりますが、今後とも直営でやるのか、あるいは民営化にしていくの



かいうようなことも当然議論のなかに出てくるんだと思います。で、そういった議論をする

には、やはり少し小人数で、やっぱりメンバーもよく考えてやらなきゃいけないなぁと。そ

れが、まぁ、あり方検討委員会という、名前は変わるかもしれませんけども。このいずれに

しても、運営協議会がしばらく開かれていませんので、まぁ、議会が終わったと同時に協議

会を招集させていただいて、今回の事案の問題とそれから今後どういうふうにしていけばい

いのかと。我々としてはこういうことを考えているけどもということの、ご理解ご承認をい

ただいたうえで、新たな会をですね設けていきたい。それは運営協議会の小委員会になるの

か、皆さんがどう言われるかわかりませんが、あぁ、そういう新たな会として議論していき

たいなぁというふうに思います。えぇ、運営協議会には議長さんも入っていらっしゃいます。

今後ともですね、形がどうであろうと議会の皆さん方も積極的に関与いただいてですね、大

いに厳しい意見も言っていただきながら、いずれにしてもこのセンターが発展していくよう

にしなきゃいけませんので、えぇ、支援いただきたいなと、こういうふうに思います。 

 

●亀山議員（亀山和巳）  議長。 

 

●山中議長（山中康樹）  亀山議員。 

 

●亀山議員（亀山和巳）  はい。それでは今後どうしていくかということについては、ま

ぁ、仮称のあり方検討委員会ですか、そこで検討されると、しっかり検討していただくもの

と思いますが。まぁ、やっぱりこのしごとづくりセンターについては、町民の皆さん方から

今でもいろんなご意見を伺います。ですから、やっぱり見直したほうがいいじゃないかとい

う声もありますし、あのぉ、導入当時、町長の肝いりでこのしごとづくりセンターができた

わけです。今の f-Ｂiz を導入したわけですが、そのときにはしっかりした成果が出るんだ

ということでした。ですから、やはり町民の皆さんにも、私達にもその相談件数ではなしに、

どういった実績があがったかというとこが知りたいんだと思います。そこでですね、当時の

ことをちょっと確認、あぁ、今から検討されるということなんですが、確認をしておきたい、

最後に確認をしておきたいんですが。f-Ｂiz の導入時には、センター長の任期は平成２９年

１０月から３２年、今でいうと令和２年度ですね、までの３年６か月を最長として、その間

に後継人材の育成を行う計画と承知していました。私たちはそう思っておりました。で、将

来は町独自の体制、また、町独自のシステムに移行すると私は思っていましたが、この３年

６か月ということについての認識について町長はじめ執行部の方ではどういうふうな感覚

をもっておられるのか。えぇ、この前のイドムの社長、小出さんのインターネットで拝見し

ますと、今の、このぉ、この度２３地域にできたこのＢiz は、将来的にもこれは残っていく

もんだというふうにいっておられますが、こういった小出さんを中心とした、小出さん流の

そういったシステムいうのをやはり継続していくのか、私の認識では３年６か月先には町独

自のそういった今の f-Ｂiz モデルを参考にして今までやってきたんだから町独自のことを

考えていくと理解しておりましたが、その点について３年６か月についての認識をお伺いい

たします。 

 

○石橋町長（石橋良治）  議長、番外。 
 

●山中議長（山中康樹）  石橋町長。 
 

○石橋町長（石橋良治）  えぇ、３年６か月の問題ですけれども、それはあのぅ、初代の



センター長が就任をして、そういうふうな思いを持っとたわけでありますが、このしごとづ

くりセンターが成果を出すということになりますと、やっぱりセンター長のいわゆる相当な

スキル、能力がもう本当に大事なところでありまして。このセンター長がちょっとした事情

で替わられた。で、今度新たなセンター長が、あぁ、１０月１日から業務に就いた、まだ、

１年にもなっていない状況のなかで、若干事情が変わってきているんではないかなぁという

ふうに思います。ただ、先ほどもおっしゃいましたように、年数は別にしても将来どうする

のかということについて、今おっしゃったようなことも含めて議論されるものと思います。 

 

●亀山議員（亀山和巳）  議長。 

 

●山中議長（山中康樹）  亀山議員。 

 

●亀山議員（亀山和巳）  はい、わかりました。えぇと、それではこのぅ、しごとづくり

センターについて今後委員会でしっかり議論をしていただいて、町民の理解が得られる結果

を期待しております。それで、昨日と同じなんですが、大屋議員と同じなんですが、私とし

ましては、国や県の機関、または商工会等の連携を考えた新しいシステムを検討されること

を希望しております。このことを、えぇ、強く要望して一般質問を終わりたいと思いますが。

まぁ、今後また、引き続きこのコロナ対策、ウイルス対策についてはいろいろ課題の認識は

していただいとる思いますので、早急な対応を、また新しい地域コミュニティー、邑南町の

コミュニティーに向けて、えぇ、さらなる、あのぅ、邁進をしていただくことをお願いしま

して、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

 

●山中議長（山中康樹）  以上で亀山議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入

らせていただきます。議場内換気のため再開は午前１０時４０分とさせていただきます。 
 

―― 午前10時17分 休憩 ―― 

 
（Ａグループ議員の入場） 

 
―― 午前10時40分 再開 ―― 

 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

 
●山中議長（山中康樹）  再開をいたします。 
 
●山中議長（山中康樹）  続きまして通告順位第９号、辰田議員登壇をお願いします。 
 

（議員登壇） 
 
●辰田議員（辰田直久）  はい、議長。 

 

●山中議長（山中康樹）  １１番、辰田議員。 

 



●辰田議員（辰田直久）  １１番の辰田でございます。えぇ、振り返りますと、今年の正

月はイランとアメリカが険悪な仲になりまして原油の高騰で始まり、そしてまたそのあとは

例年にない暖冬、雪不足でいろいろな面に影響を与えていたなかで、今や全世界で、コロナ

ウイルスによる先の見えない状況に苦悩している状況になるとは、誰もが思っていなかった

ことではないかと思っております。今後はしばらくコロナ対策に明け暮れる日々ではなかろ

うかと危惧をしている面もございます。そして、今６月定例議会におきましては、町長の５

期目の出馬表明もあり、石橋町長にエールを送られる議員も数名見られましたが、私は私の

視点で是々非々の考えのもとで町の政策のあり方と姿勢についても言及をしていきたいと

思います。今日は、その点を含め３項目通告しておりますので、順次質問に入りたいと思い

ます。まず、コロナウイルスによる影響と対策について大きな項目で４つあげさせていただ

いておりますが、これまでに多くの議員さんが聞かれまして大体のところは把握した点もご

ざいますが、まず、１番目に雇用の面、そして事業者、町民の皆さんの収入の面がどうなっ

ているかということが心配されるわけですが。まぁ、これにつきましては執行部の方からの

これまでの答弁のなかで、まぁ、雇用については様々な相談は受けているが現時点では大き

な影響はないというようなお答え。そして、収入の面では、飲食業、そして宿泊関連事業者

を中心に大幅な売り上げ減少があるなか、国の持続化給付金等で対処がされ、町も独自のも

のをいろいろと考えているということで、だいたいの理解はしておるところですが。まぁ、

一般企業においては、最悪なら今後廃業、そして給与や賞与の減少が雇用される皆さんにの

しかかってくるんではないかという不安もございます。まぁ、その点町民の雇用、収入の面

で特に注視しておくべき点をあげられておりましたら、その点だけでもお答えをいただけれ

ばと思います。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  寺本商工観光課長。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  先ほどのご質問ですが、えぇ、少し、えぇ、前のご質

問とかぶるところもあると思いますけれども説明をさしていただきます。現在、ハローワー

クに確認をしたころ、えぇ、町内の雇止めや解雇にいたるという事例はないというふうに聞

いております。邑南町、えぇ、商工会にも確認をしたところ、商工会の約２割の方がすでに

持続化給付金を申請済という状況でございます。この持続化給付金の認定状況は、前の年の

同じ月から５０％以上売上げが減少していることが条件となっております。したがって現在

で少なくとも商工会員の２割の方は、５割以上の減収となっているというふうに思っており

ます。また、雇用め、側面でもハローワークの川本管内のゆうき、有効求人倍率の動きを見

てみますと、今年の１月には、１．８２倍でしたが、そこをピークに下がり続け４月は１．

１７倍という有効求人ばいち、倍率になっております。４か月の間にこれだけきゅう、急激

に下がるということは、えぇ、異例の事態だと考えらます。原因は、まさに新型コロナウイ

ルスの影響で、えぇ、仕事を求めている求職者の数が増え、働く人を求めている事業所の求

人数が減っているためで、雇用ということに関しまして大きな影響が今後でてくるのではな

いかというふうに考えております。 

 

●辰田議員（辰田直久）  はい、議長。 

 

●山中議長（山中康樹）  辰田議員。 



 

●辰田議員（辰田直久）  はい。確かに雇用の場がなくなれば自ずからそこで事業者のみ

なさんの収入もなくなる、減少するということですので、まぁ、そういった面が今後どうい

った影響を受けてくるかということは、大変、あのぅ、この町としても注目すべき点である

し、気をつけていかなければいけない点であるということは誰もが肝に銘じておかなければ

いけないことだと思っております。そして、まぁ、小学校、中学校、この春から本当に学校

に行きたい、卒業式をおじいちゃん、おばあちゃん、そしてお世話になった親御さんに見て

もらいたいというような思いがあったなかで、一部の入場者制限をされて行われたものもご

ざいますが、こういったことが、たまたまといいますか、今幸運にも少しおさまって、学校

が再開されたところではありますが、今後、また同じような状況を向えればまた休校という

ような措置も出てくるんではないかと思いますが。その点小、中学校の生徒さんへのいろん

な対応をされていると思いますが、まずは感染予防、これは、まぁ、当然だと思いますし、

一定の国の示すマニュアルに沿って対応をされていると思うんですが。えぇ、特に注意をさ

れている点をあげていただきたいということ。そして、学習については、夏休みの短縮とか

授業の効率化を図られると思うんですが、今後休校がなければ、この計画された１年度のそ

のスケジュール、それから学習の進み具合、これは取り戻せるものであるかどうか。えぇ、

それと、行事につきましては、中止、延期等で対応されていると思いますが、地域の行事も

ほとんどが中止になってきておりますので、そういった面の影響についてはどう対応される

おつもりか。まぁ、そうなってくるとメンタル面ということで、特に小学校の低学年と高学

年、それで中学生。その年齢によって受け取り方も考え方もいろいろ違うと思いますので、

それに応じたやはりフォローをしていかなければいけない点もあると思います。そして、特

に最終学年の皆様には、えぇ、特にいろんな面で気を遣わなければならない点もありますが、

その点をどう考えておられるかお答え一括してお願いできればと思います。 

 

○高瀬学校教育課長課長（高瀬満晃）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  高瀬学校教育課長。 

 

○高瀬学校教育課長（高瀬満晃）  えぇ、議員ご質問のことについてお答えさせていただ

きます。まず、感染予防に関しましては先日漆谷議員のところでも少しお答えをさせていた

だきましたが、現在学校におきましては新しい生活様式に従って対応してもらっておるとこ

ろではございます。えぇ、現在各学校の方で行っております各種の対応を確実に実行してい

くことが必要かと思いますので、３つの密を徹底的に避けるマスクの着用及び手洗いなどの

手指衛生など基本的な感染対策を継続し感染及びその拡大リスクを可能な限り低減しつつ、

教育活動を継続していくことが大切だと考えます。それから、学習の遅れにつきましては、

これも同じく漆谷議員のほうでお答えさせてもらっておりますが、えぇ、すでに各学校およ

そ１４日間の遅れがあるというふうなことで回答のほうをいただいておりますので、これに

つきましては、夏休みの、１学期の終わりを３１日まで繰り下げて、それから２学期の始め

を少し早めてその学習の遅れを取り戻すという対応を、今、各学校の方で考えておられると

ころでございます。えぇ、それから、通年春に実施します校外活動や運動会などの各種行事

についても影響が出ておりますが、６月に入り校外活動も当初の計画を変更してではありま

すが実施されているようでございます。ただ、各学校ごとに学校単位で行われる行事や地域

の方も一緒になって行われる行事などもありますので、えぇ、生徒、児童への気持ちを考え

ると開催できるように感染防止対策を行いながら各種行事の開催をお願いしたいところで



ございます。続きまして部活動についてでございますが、５月１８日から学校の再開により

部活動のほうも再開されているところではございますが、えぇ、ご承知のとおり全国大会や

県大会の中止など特に３年生に影響がかなり大きいものと考えております。このことにつき

ましては、各部活において大会や練習試合などの代替案を考えておられ、郡内であったりと

か西部地域などの他校との交流試合なども予定されているところでございます。それから、

えぇ、メンタルについてですが、メンタル面につきましては、先生の家庭訪問により生徒児

童への声掛けなども行っておられ、不安を抱えたまま学校に登校している生徒の方はおられ

ませんが、再開後のアンケート等によりますと学校の休業中の不安といたしましては、コロ

ナに対する不安や、友達に会えない、それから勉強に対する不安などを抱えている生徒も一

部ではおられるようでございますが、こういった生徒さんにつきましては、各学校先生のほ

うで個別に対応して少しでも解消できるように取り組んでもらっているところでございま

す。今後につきましては、邑南町医療政策アドバイザーの石原晋先生にお願いして、学校で

新型コロナウイルス対策に対する児童生徒への指導を予定しているところでございます。 

 

●辰田議員（辰田直久）  はい。議長。 

 

●山中議長（山中康樹）  辰田議員。 

 

●辰田議員（辰田直久）  はい。えぇ、まぁ、学習についても、まぁ、あのぅ、普段スタ

ートすべき４月からスタートできなかったということで、いろんな対応をされているわけで

すが、まぁ、この学習については個人差等もございますので、そういったことにも配慮して

いただくことも必要ではないかと思っております。そして、感染予防については、最重要項

目ですので、私が専門家でもないのでとやかくは言えないのですが、あのぅ、まぁ、社会教

育といいますか、ふるさと教育をはじめその地域社会で学ぶ大切な経験や活動についても今

はなかなかできない状況でありますので、その点できるだけやっぱり前向きに取り組めるよ

うなことも、まぁ、コロナの状況もありますが進んで前に事業展開をしていただきたいと思

います。 

それでは３つ目ですが、えぇ、行政の立場からの高齢者の状況把握と対応ということでお

聞きしておりますが、まぁ、従来の福祉サービスをはじめ外出の自粛、そして各施設での面

会制限など高齢者の心身に対するモチベーションは低下していると思います。体調面、精神

面に影響し認知症等の進行もコロナ禍によって特に懸念をされていると思いますが、その状

況把握と対応についてを特にここで教示願えればと思います。 

 

○小笠原福祉課長（小笠原誠治）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  小笠原福祉課長。 

 

○小笠原福祉課長（小笠原誠治）  行政の立場からの高齢者の状況把握と対応というご

質問でございます。えぇ、今回のコロナの新型コロナの影響のもとデイサービス等通所サー

ビスや介護予防事業の休止や縮小などもありまして、高齢者の安否や健康状態が心配される

状況でございました。えぇ、議員おっしゃいますようにこのような状況下では、生活の機能

が低下している、あるいは何らかの支援を必要としている、えぇ、高齢者の把握というもの

が重要となってまいります。結果として今回各通所サービス等の縮小、休止の間は担当のケ

アマネさんだけではなく、デイサービスの職員なども電話や訪問によって状況把握や代



わりとなるサービスなどに努めていただき、えぇ、介護予防事業に取り組まれる地域の

高齢者集いの場などでは訪問等により各地域で見守り活動を実施される団体もござい

ました。また、邑南町社協が実施している一人暮らし高齢者支援事業では、孤立や困り

ごとがないかなど安否確認を含めて、これも訪問、電話等により５月までのところで約

４５０名と聞いとりますけれども、えぇ、これくらいの数の一人暮らし高齢者について

状況確認をされておりまして、そのなかには買物や交通の不便へのご意見や、一日誰と

も会話する機会がなく介護予防事業などの再開を望む声など様々なご意見も寄せられ

ておりました。まぁ、こういった状況も踏まえまして、自粛などをお願いしておりまし

た各種の介護予防事業につきましては、基本的な感染予防対策の徹底をいただいたうえ

でおおむね６月から再開をお願いしているところでございます。町と致しましては、全

国的に感染蔓延状況がしだいに落ち着いて、えぇ、県内、町内においても様々な支援活

動を再開し、面談や訪問への制約も徐々に解除されつつありますけれども、そのような

なかにありましても捕捉しきれない高齢者の情報がまだ多数あると考えておりますの

で、今後も社協さんをはじめ各事業者や地域団体と連携して、えぇ、そこからの得られ

た情報やご意見も参考としまして高齢者の方々への必要な支援を検討してまいりたい

と思っております。 

 

●辰田議員（辰田直久）  はい。議長。 

 

●山中議長（山中康樹）  辰田議員。 

 

●辰田議員（辰田直久）  はい。えぇ、まぁ、とにかく今、少し落ち着いているときに第

２波に備えたことをやっておくべきだと思いますので、ぜひともその点についてはご注意い

ただきたいと思います。えぇ、４つ目に即効性と公平性のある対策や支援のあり方というこ

とであげておりますが。国県の支援のほか本町も独自の支援策をだされているところでござ

います。しかし、あのぅ、意義があって公平性のあるものでないと効果も半減してしまうよ

うに思います。そこで、今回の補正予算のなかにもある２０万円の給付金のねらいと。ねら

いは、まぁ、これまでの議員の質問で把握をしておりますのでいいですが。その設定となっ

た基準ですよね２０％という、一応あれになっていますが。これは、あのぅ、どういった点

から出されたものかをもう一度少し詳しく教えていただければと思います。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  寺本商工観光課長。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  先ほどのご質問ですが、の回答ですが、まず、ねらい

としましな、しましては持続化給付金の対象にならなかった、えぇ、事業者の方に、えぇ、

給付をするということを考えています。で、２０％というものですが、えぇ、国の補助金等

で目安が２０％ということが、おおむね減少が認められるということが事業のなかにもあり

ますので、町の方もそれを基準としましてたいお、対応をさしていただきました。 

 

●辰田議員（辰田直久）  はい。議長。 

 

●山中議長（山中康樹）  辰田議員。 



 

●辰田議員（辰田直久）  はい。あのぅ、国の持続化給付金、まぁ、同じ趣旨を持ったも

んだと思いますが、これは売上げ、昨年対比５０％以上減収であった。町は、えぇ、額的に

は少ないもののその条件が２０％だという、大きく違う点といえばそのへんではないかと思

うんですが。あのぅ、まぁ、昨年と比較した売上げの増減というものは、職種とかそのとき

の事情によって、まぁ、運、不運という言い方は失礼かもしれませんが、やはりその業種に

よっては、月に１件の受注しかないような業種もあれば、もう毎日朝早くから夜遅くまで働

いて売上げというような形の業種もあると思うんですよね。そのときに、その業種による不

公平が発生していないかというものを、２０％というあれでくくっていいものかどうか、と

いう点も私は、あのぅ、思うわけです。国の５０％ということは半減しなければいけません

が、３分の２、例えば６０％とか７０％の売上げがずーっと続いとって、ずーっとそれだけ

減収しとるんだけど５０％に満たないから対象にならないという例もあると思いますよね、

なかには。だけぇ、そういったものを逆に、えぇ、額的には少なくても町でそのへんを調査

して、できるだけ多くの皆様にある意味でお手伝いができるようなことをされていかなけれ

ばいけないんじゃないかと思います。えぇ、なかにはねぇ、業種のなかには休んでもそうい

う従業者の給与が補償されるところもあれば、あのぅ、生活関連の職業の方には本当に休め

ない業種もあります。それで逆に、仕事をするわけですからコロナの感染に対しては、危険

度は高いし、もし出たときには後ろ指をさされてしまうようになってしまうと営業にも影響

が出る。でも、やっていかなければならないようなものもあると思います。えぇ、ですので、

いろんな意味で、まぁ、そのぅ、大きな商店とかそういう企業とかばかりじゃなくて、関係

納入企業とか、それから、まぁ下請け的事業者にも、もっともっと目配りが必要ではないか

と思いますし。学校についても普段は開いているはずだったが、まぁ、休むということで、

やったことによって食材、給食センターでは食材の納入とか、あぁ、燃料の納入とか。それ

から、飲食業では、酒類の販売が落ちているわけですから、そういったもの。それから、タ

クシーについても外出自粛で高齢者等も使う率が落ちているように聞いておりますので、そ

ういった影響を、あのぅ、いろんな意味で調べていただいたり。まぁ、これは手あげ方式だ

いえばそれで終わってしまうかもしれませんが。そのへんを、あのう、お互いが、いろんな

意味で。予算配ったかぎりには使っていただいた方がいいし。それから、その声を反映させ

るのも行政でございますので、特にそういったいろんな、まんべんない多種多様の方々にも、

あのう、気配り、目配りをお願いをしておきたいと思います。この点についてはどういうご

見解で担当課長はおられますか。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  寺本商工観光課長。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  先ほどの、まぁ、ご説明と重複する部分があるかと思

いますが。まず、国のセーフティネットと基準が２０％ということで、町の方も、えぇ、２

０％から５０％に、まぁ、持続化給付金に満たない方を対象として今回の事業を組立てをし

ました。確かに、えぇ、議員さんおっしゃられるようにいろんな業種によって差はあると思

いますが、今回緊急の事態ということで、より迅速に早く給付をしたいという考えもござい

ます。それから、一番は、やはりこの補助金を出す前提としましてコロナによる、えぇ、影

響を受けた方というかた、ことで補助の対象としておりますので、まぁ、そういったことを

加味しまして補助金をだしていきたいと思っておりますが。えぇ、今後もそういった業種の、



えぇ、によって、あのぅ、非常に甚大に、えぇ、これから今後受けられる業種もあると思い

ますので、まぁ、そういったところは商工観光課の方で調査をしていきながら、えぇ、事業

の方を展開していきたいというふうに考えております。 

 

●辰田議員（辰田直久）   はい。議長。 

 

●山中議長（山中康樹）  辰田議員。 

 

●辰田議員（辰田直久）   はい。まぁ、とにかく広い視野で、まぁ、やるっていっても

らえればそれですむことですので、ぜひとも前に進めていただきたいと思います。えぇ、も

うひとつ違う視点から、まぁ、直接な経済的な支援には当てはまらないかもしれません。間

接的にはいろんな面で、えぇ、町内事業者や町民が助かるんじゃないかということで。あの

ぅ、管財課長さんにここに来ていただいとるんですが、私のいうのは大きな視野でみれば経

済対策になるのではないかというのは、町が管理する建物、施設、そして土地等もあると思

うんですが、こういったコロナによって規制が、まぁ、厳しくなって、ある程度の従業員を

擁する企業等では社内会議を開くにしてもそれだけのスペースがなかったりするところも

あると思います。感染症予防ですのであんまり密にはなれないとなると、そういった町有施

設で、まぁ、会議等を開きたい、研修もしばらくしていていないのでしたいというようなこ

とも、まぁ、出てくると思うわけですよね。そんなときに、普段の目的とは使い方が違うか

もしれないという面もありますし、まぁ、使用料等のこともあるわけなんですが。その点を

大きな視野でみていただいて、できないか。それと、やはり商売も絡んでくれば展示会や販

売場所もやっぱり広い方がいいわけですので、そういったことに土地とか施設を使わせてあ

げるようなこともできないかということ。それから、えぇ、あとは、まぁ、入札物件につい

ては、これはもう決まりがありますので、それで致し方ない面もあると思うんですが、町内

にたくさん、まぁ、そのぅ、農業者をはじめそういった物販業者もあると思うんですが、購

入のされる店、まぁ随意契約ともまたちょっと意味合いが違った消耗品とかいろいろ日常使

うものがあると思うんですが、これをまぁ、特定なところで今は購入されている点もあると

思いますが。ある程度の価格設定、このくらいでどうだろうかいう話もされていいと思いま

すが、まんべんなくいろんなところから調達をしてあげるような方法も間接的には、えぇ、

経済支援にはならないかと思いますが。えぇ、そういった入札条件の緩和もあればたくさん

の参加もあって、まぁ、仕事も多くないんで、そのへんは、まぁ、なかなか難しいかもしれ

ませんが、そういった購入先の指定のない物品等については広い視野で、そして先ほど言っ

た町が管理する財産についても広い視野で使っていただくことはでできないものかをお聞

きしたいと思います。 

 

○小畑管財課長（小畑芳秋）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  小畑管財課長。 

 

○小畑管財課長（小畑芳秋）  えぇ、ただ今ご質問がありました、ちょっと関連するよう

なご質問でございましたけれども。えぇ、まず、施設のことについてお答えしたいと思いま

す。これらの、言っておられる施設というのは広いところの施設になりますので、社会教育

施設や社会体育施設等の公共用施設になろうかと思いますが、町民が共同される利用する財

産でございます。で、これらを使用した際に必要となる使用料につきましては、あぁ、それ



ぞれ施設条例等で定められています。しかしながら現状のコロナ禍におきましては、新しい

生活様式のなかで議員おっしゃられたように３密にないよう、人と人との間隔、まぁ、いわ

ゆるソーシャルディスタンスをとりながら集まっての会議やその他の活動を行う場合は必

要な広さを有する場所が求められることになろうかと思います。そういうことは予想されま

すので、したがって、あのぅ、活動の使途によることにはなろうかと思いますけども、この

ような事情を鑑みれば会議室の使用申請書提出時において利用の理由を明記いただければ、

あのぅ、施設使用料の減免という形で弾力的な措置をとるということについては、原課にお

いて、えぇ、許容の範囲で対応いただけるもんではないかと思っております。えぇ、もう一

つ、物品の調達等につきましてのご質問でございましたけれども、えぇ、まぁ、おっしゃら

れたように財源のほとんどを税金で賄っている町にとりましては、通常の取引では市場価格

を適正に反映させて、仕様を示して、公平公正に、えぇ、業者間において競争をしていただ

くということにより地域の経済効果を高めることが入札の一番の目的となっております。し

かしながら、まぁ、いつ終息するかわからないこのコロナ禍におきましては、町内の商店さ

んや事業所の皆様の状況を鑑みて、えぇ、物品の調達方法については、例えば繰り返し注文

するようなもんであれば、町で単価を設定して、えぇ、まぁ、いわゆる単価契約等により調

達できる商店や事業所を募ってですね、えぇ、注文する方法も考えられますし、また、少

額で契約書をかわさない、お店で買う、口頭によって買い物するというようないわゆる

諾成契約においてもですね、えぇ、町内の商店や事業所で買い物をする商品のほか、お

っしゃられた材料とか燃料とか、あぁ、請負の小修繕とか、そういったような依頼等に

つきましては、調達先が限定されることがないよう、えぇ、まぁ、気を付けて、えぇ、

偏った発注にならないよう、公平となるよう発注していくことが必要になろうかと思い

ますが。あぁ、このような調達方法について、えぇ、まぁ、当然配慮していくことが重

要であると考えます。 

 

●辰田議員（辰田直久）  はい、議長。 

 

●山中議長（山中康樹）  辰田議員。 

 

●辰田議員（辰田直久）  はい。まぁ、今、コロナだからというだけでなく、まぁ、普段

からそういった視野でやっとけば、こういうことが起きても、いろんな意味で、また対応す

る術もあるんではないかと思いますので、まぁ、ぜひとも拡大した解釈でやっていただけれ

ばと思います。えぇ、まぁ、コロナについては全議員さんが質問され、まあ、いろんな視点

からあったと思うんですが。まぁ、あのぅ、ちょっとあまり誰もが触れられなかったことで

すが、あのぅ、まぁ、よくコロナは命も奪うが人の心も奪っていくんではないかというよう

な、まぁそういった意味でコマーシャルを、そういった流しているのもみたことがあるんで

すが、あのぅ、本当にマスクをしておる、していないで人の見方が違うとかどうだとか、そ

れと、まぁ、他県ナンバー、特に春先には買い物に来た高齢者さんまで、普段は車のナンバ

ーを見られないようですが、えぇ、なにわナンバーだ、神戸ナンバーだとかいうのまで気に

をされてお話をされているのも耳にしました。それから、今年卒業をして都市部の学校に行

ったがすぐ休校なんで帰ってきたい、これを帰したいというのも親の心情、当然のことです

が、ただ、今こういう状況だけぇ帰ってはいけないというなかで、なかには内緒で迎えに行

かれて家の２階のほうでおられた方もあられますが、これはなかなか外には言えないもんだ

が、親しい人に、まぁ、それはこうこうこうだということで自粛、家から出らんようにしと

るんだというようなこともあったと思うわけなんですが、まぁ、それを話した人しかいない



はずなのに外に漏れておって信頼関係を失ったとか、そういう例も聞きました。まぁ、実際

にはその子供さんが同級生だった地元におる子にメールをして帰っておるいうことがわか

ったいうようなこともあるんですが。そういう敏感になりすぎていろんなもの壊していくの

もこのコロナの影響ではないかと思うんですが。そういった、あのぅ、過剰すぎる反応や厳

しすぎる規制が続けば本当に、あのぅ、こういう田舎でいい関係にあるものまで崩壊してし

まうような気もするわけです。これを行政がなんとかせい、いうてもこれはなかなか個人間

のあれで難しいとは思うんですが、そういった呼びかけとか、逆にそういう規制の面でもあ

る程度強弱をつけたやり方をすることによって、みんなが知恵を絞って、これならいいじゃ

ないかというようなことをやっていかんと、もう、そのぅ、コロナが終わってもこの気質と

いうものがずっと根付いてしまったんでは、都会から今度回帰してくるだろうといっても、

都会から田舎に帰ってもおんなじようなことを言いんさる人がおる、おんなじような気持ち

でおられるっていうたんじゃあ、値打ちがないと思うわけですよね。このへんは大変難しい

ことかもしれませんが、えぇ、先ほどから言っている地元消費の推進と併せてね、やはりあ

る程度考えておかなければいけないものではないかと、まぁ、私は思いますので、その点も

行政としてできることをね、やっていただくことは必要ではないかと思っております。えぇ、

続きまして２つ目の質問に入らせていただきますが。えぇ、このぅ、ここでは本町独特な事

業の成果や評価、また今後の展開についてということで、主に２つの事業、しごとづくりセ

ンター事業とＡ級グルメ事業関連について聞いとりますが、この質問については、もう内容

的なもの、やってきたことはもうほとんどの方が知っておられますので、まぁ、こういった

ものの、そのぅ、成果と評価については、書いたもの、文書かなんかできちっと示してほし

いというのが私の質問のねらいですので、その点ができるかできないかほど答えていただけ

ればいいと思いますので、ご協力をお願い致したいと思います。あのぅ、町が注力する事業

は多くわるわけですが、ここでは特に町民にもうひとつ関心が集まらない、そしてしごとづ

くりセンターとＡ級グルメ関連事業が今までにも特に質問にもあがってきている、いうのも

事実ではないかと思います。その、まぁ、評価や成果について数字や具体例を示す、示して、

納得していただこうとするなら、そういうことをしなければいけないんではないかというこ

とで質問をしたわけでず。しごとづくりセンターについては、導入時に１００％成果がでる、

失敗はないということで、鳴り物入りで事業が開始されたと思うんですが、まぁ、並外れた

報酬に関心が集中した点もありますが、そのようななかでセンター長の、まぁ、要因は別と

して途中で交代されました。で、最近は、えぇ、運営母体の不正疑惑が出て、えぇ、まぁ、

ちょっといろんな質問もでているところではございますが。まぁ、それはそれとしてこの事

業によって、町内の事業者をはじめ本町に与えた好影響、そしてまた成功例や経済効果につ

いて、報告されるのは相談件数ばかりであって具体的なものがなかなか見えてこないという

ことです。だから、出してほしいということでございます。そして、Ａ級グルメにつきまし

ては、食を中心として様々な関連事業が展開されてきたわけですが、研修制度や専門学校と

の協定、自治体間の連合などあるわけなんですが、町民全体の盛り上がりが低調なら参加者

も少ないと思うんですよね。ですから、担当課もこれまで商工観光、農林振興だいうて。二

転三転している経緯もございます。ですので、そういったものも定着感があまりないように

思います。えぇ、この点をぜひとも、関連事業の進捗も含めたものを。町の人口に寄与した

だとか、こういうものが売上げがあがった、生産量が増えたとかいうような報告を出してい

ただいて事業展開をしていかないと、今のように予算の関係もあれば見直すべきは見直し、

やめるべきものはやめる時期も来ていると思いますので、まぁ、ぜひともそういったものを

出せるかだせないか、出す気がなければ出ないわけで、そういったものを、あぁ、町として

はどう考えているのかお聞きしたいと思います。 



 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  寺本商工観光課長。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  しごとづくりセンターの成果、Ａ級グルメ構想の成果

を出せるか出せないかというご質問についてごたいとう、ご回答致します。えぇ、結論から

いうと成果をだすことは可能だと思っております。ちょっとこの場で少ししごとづくりセン

ターとＡ級グルメ構想のご紹介をさせていただきたいと思うんですけれども。まず、しごと

づくりセンターにおきましてはやはり、事業者の魂の芽生えを掘り起こす伴走型の支援だと

私は思っております。そういった意味で、邑南町のような小規模な事業者が、えぇ、何度も

何度も相談に行けるということは非常に効果があると思います。特に具体的にはふるさと納

税で石見ポークの丸ごと一頭でひと月で５００万円の寄附があったとか、今日この議会で石

見林業さん作られた感染予防のパネル、これも１６件ですね、すでに売れているということ

で、私はこういったアイディアがでるということは非常に、あのぅ、町にとって誇りになる

んではないかなぁというふうに思っています。まぁ、こういったことをですね、しっかりま

とめていきたいというふうに思っております。それから、Ａ級グルメに関しましても、起業、

地域おこし協力隊の起業というのは、研修されてから７名すでに飲食店ができております。

それから、えぇ、き、あの、研修生だけではなくて、えぇ、地域の飲食店も非常に邑南町は

他の地域の飲食店が廃業、あの、よその近隣の町は廃業されていくなかで、非常に２３店舗

も増えていると。ふるさと納税に関しましては、前年度から、あのぅ、Ａ級グルメを前面に

押し出したＰＲをすることによって、えぇ、５，２００万円だったものが１億６，８００万

円というふうになっとることか、あ、加味しますと、非常に成果が出ておると思いますので、

こういったことをまた、えぇ、しっかりと報告なり、文書の方で表す、表現したいというふ

うに思っております。 

 

●辰田議員（辰田直久）  はい。議長。 

 

●山中議長（山中康樹）  辰田議員。 

 

●辰田議員（辰田直久）  はい。ですから、そういうた効果がでている点を示していただ

ければ、それなりの、いろんな意見もでてくるんではないかということで、ぜひとも早く出

していただければ、あぁ、いろんな面で効果があるものはでてくるんではないかと思います

が。えぇ、できるだけ早い時期に、ときに出していただきたいと思います。えぇ、そして、

新たらしい観光戦略の、が今回提案されているわけでございますが、これも本当に、あのぅ、

内容等については、まぁ、冊子がでておりますのでそれも読みましたし、口頭で説明も受け

ておりますので。要は、ただ１点。えぇ、こういった考えはどうかということを少し提案さ

せていただきたいと思いますが。あのぅ、全協のときに私が、そのぅ、「観光」やめます「関

係」はじめます、というキャッチフレーズは別にインパクトはあるので、そのぅ、まぁ、効

果が問題であって、そういうものにはあんまり気を取られないが、ただ対象相手は観光もそ

れから関係も一緒ですか、言うたら、一緒ですということがあったんですが。あのぅ、関係

を始めなくてももうすでに関係者、邑南町の関係者、たくさんおられるわけですよね。それ

というのも、まぁ、それは町内出身者もこれは。そりゃあ関係人口の定義からははずれるか

もしれませんが、関係されとる、もう自分の町を愛する、自分の町のことはよう知っている



という方を、ぜひとも、ふるさと会もありますし、町内からはそういった、あのぅ、元プロ

野球選手とか、歌手、そしてアナウンサーもおられますよね、最近では。そういった方の広

いコミュニケーションとかいろんなのを通じて、コマーシャルとかいろんなことをしていた

だく。まぁ、ＳＮＳとかもいっぱいできる時代です。そういうことを通じて環境を今から作

るいうても１００万人という目標いっても９０万人でずっととまってしまった。あれも最初

から９０万人の目標にしとったら達成できとったんです。その１００万人というとこで、ま

ぁ、頓挫したとかいう言い方は失礼かもしれんが、やっぱりどっか視野、視点を変えていか

なければならなくなった。そのためには、そういった関係者、すでにもう邑南町のファンも

おられると思います、町外の方でも。そういった方をその関係はじめます、のなかの関係の

前の関係、を築いていただく人にぜひとも、まぁ、利用という言い方は失礼ですが、活動し

ていただくこと、アンバサダーでもいいです、そういった形でやっていただく。前にも一度

提案したことがありますが、二軍戦があるときにも、あのぅ、呼んでも来ないけどそういう

野球のときだけ広島の方からたくさん来られるんですから、邑南町のパンフレットだとかコ

マーシャルとかどんどんあそこへもっていって出すことも必要ではないかというようなこ

とも言った覚えがあるんですが。そういった、あのぅ、関係をはじめます等の趣旨とは少し

違うかもしれませんが、そういったものから一つ一つ醸成していかなければいけないと思う

んですが。そのぅ対象者が一緒だということで、また同じあれなんかなぁと思った点で私は

こういった提案をさせていただいたわけですが、その点についてだけお答えください。時間

の関係もありますので。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  寺本商工観光課長。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  はい、あのぅ、議員さんがおっしゃられますように関

係人口というのは、えぇ、邑南町のファンを作っていくということでございますので、そう

いった地元の出身者とか、いろんな邑南町に協力されている方を、にもですね、積極的にＰ

Ｒをしていいたいというふうに考えております。 

 

●辰田議員（辰田直久）  はい。 

 

●山中議長（山中康樹）  辰田議員。 

 

●辰田議員（辰田直久）   はい。ですから、その方にＰＲだけでなくて協力もしてもら

うということを、ぜひともお願いしておきたいと思います。えぇ、急ぐようですみませんが、

まあ、この３つ目の質問ですが。あのぅ、これにつきましては、大きな項目として町の政策

スタンスについてということで、何を聞かれるんだろうかということで総務課長も前もって

問いに来られたわけですが。まぁ、こういった質問に何を聞くというって意味で私なかなか

答えづらい点もあったわけですが、まぁ、一つは発表、発信のあり方ですね、町の政策を出

すときに。まぁ、これまで本町の政策等につきましては、ほかの自治体と比べますと、あの

ぅ、新聞やテレビ、そして、そういったマスコミを媒体した、あのぅ、政策発表の、や発信

が行われているのが多いと思いますが、まず、その効果と影響等についてどういう見解をも

っておられかお聞きしたいと思います。 

 



○三上総務課長（三上直樹）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  三上総務課長。 

 

○三上総務課長（三上直樹）  本町の情報発信のあり方として、マスコミを通じての情報

発信というものがよくあるけれども、これの効果なりということでございます。本町は、様々

な機会を通じて町が行っている、あのぅ、様々なものを情報発信をしております。広報であ

ったり、自治会長会であったり町政座談会であったりという形で様々な手段を通じて情報発

信には努めてはおりますけれども、やはり、あのぅ、マスコミを通じて、ご覧をいただく町

民の皆様の受け取っていただく、そのぅ、どういうんですかね、インパクトといいますか、

重要に受け止めていただく部分は、マスコミを通じての情報発信が強力であるというふうに

考えております。 

 

●辰田議員（辰田直久）  はい。 

 

●山中議長（山中康樹）  辰田議員。 

 

●辰田議員（辰田直久）  はい。あのぅ、まぁ、発信と発表の仕方にはいろいろとあるわ

けで、こういったやり方が、私がいいとか悪いとかいうんではないんですか、まぁ、こうい

ったものマスコミさん、ここにおってたまたま聞き耳たてて聞いてこういうのがあるんだよ

ということで発表される場合もあれば、町の方からこういう発表をするから来てくださいよ

というてやる場合もある。呼んでやる場合には、もう確信的なもんなんですよね、逆にいう

たら。となってくると、まぁ、２番目の、そのぅ、議会との関係にちょっと、まぁ、ここで

入らせていただきますが、あのぅ、だいたいに明日新聞に出ますのでいうメールが、まぁ、

議員のところにくるわけです。その前に、新聞発表は決まっとるわけですよね。で、なかに

は、そのぅ、当然であるものもあれば、やはり委員会等に相談というか投げかけていただく

ようなことも必要ではないかいうのも多々、今までにあったと思うんです。その点になると、

もう出ますよいうていうたら既成事実が先に出てしまって、あとで意見を言うたりする場が

なければ、あのぅ、議員のほうもいろんな目で視野で見たものを、いや、それを発表するの

はちょっと待て、こういうことにしてやったほうがいいんじゃないかという意味で、また、

いろんな知恵というか考えをやってやれることもできるわけです。その点が、もうパッと発

表されてしまうと、今度、えぇ、それを見た方はそれで先走りというか、いろんなことを言

って。結局あとで、あのぅ、言ったこととは違ったことになった、といったときにはなかな

かあっても小さい記事だって気づかない場合もあるわけです。これは、あのぅ、霧の湯さん

のところ今度寮にしようとかいうもの、突拍子なく出てきて、そうじゃなくて検討委員会で

また、あのぅ、観光を中心に考えていくんだというようになったことも、今だにわかってな

い、あのぅ、わかっておられない町民の皆さんも、いつ寮ができるんかいうことを今だに言

われる方もおられる。そういったことも考えていくと、いろんな面で、まぁ、そういったも

のは大きいもんだと思いますし。それから、学校の水道のノブを替えることについても、財

源はともあれそういったもんも、それならもうちょっと、今後長く続くんならこういうもん

にしたらどうかというようなこともあると思うんですよね。ですから、そういったものもあ

る程度お互いに承知のうえで、誰もが知ったうえで、こういうねらいとこういうことでやっ

たんだということが言えるような方法も。あんまり、こういうことやったんだ、よそはやっ

てないことをうちは先にやったんだいうようなことをやったとしても、結果が一緒であれば、



私は早かろうが遅かろうが。逆に、あとからやる方がそれ以上のことをできるわけです。ま

ぁ、子育て村についても、うちの町が先進地ではあるんですが、もうあとの追随というか、

まぁ、真似をしたいうたら失礼かもしれませんがそういったところがもっともっと厚い手当

てをしてきとるのも、そういった後出しの面がいい場合もあるわけでございます。ですから、

あのぅ、こういたものも、まぁ、議会軽視ではないかという議員も二、三だんだん出てきた

のも事実であります。えぇ、議会との関係は一般的には、皆さんご承知だと思いますが、対

峙する関係でもあれば協調する関係でもありますし、まぁ、私は私なりに信頼関係もなけれ

ば成り立っていかないんじゃないかと思います。まぁ、しかしそういった関係が、あのぅ、

ここ最近といいますか、崩壊しかけているような点も見られます。あのぅ、言い換えれば、

先ほども言いましたように議会軽視的なやり方が目立ってきているんではないか。まぁ、軽

視される議会の方にも原因があるのかもしれませんが、あのぉ、えぇ、その点何か感じてい

ることがあればお聞かせいただきたいと思います。 

 

○三上総務課長（三上直樹）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  三上総務課長。 

 

○三上総務課長（三上直樹）  辰田議員、今、ご指摘いただきましたように、この間の情

報発信について、まぁ、議会軽視ともとれるような発信のし方があったのではないかという

ふうなご指摘だというふうに思います。あのぅ、我々の方は様々な施策を中長期の計画に基

づきまして、いろいろな事業評価を加えて、あのぅ、まずは３月の議会において新年度の予

算という形で示させていただく。で、定例会が開かれるために新たな事業を補正予算も加え

ながら時事変化してくることについてそれぞれ議会説明をさせていただいているというふ

うに思っております。ただ、あのぅ、議会の本会議、あるいは委員会の席で説明させていた

だいたことが、まだ、概略でなく十分に説明できる状況でなかったものが、まぁ、煮詰まり、

形となり、えぇ、詳細な説明ができるという状況になった場合に、えぇと、まぁ、これは場

合にもよりますけれども、施策展開をしていくうえでは、担当課長の、がいわゆる危機管理

上すべてを管理はしますけれども、えぇ、住民の皆様にわかりやすく自らの事業を説明して

いくという観点から、担当者がより詳細な説明をする場合がございます。それはそれで職員

のいわゆる仕事上の、で自分の仕事を磨いていくというあのぅ、自己研修にもなりますので、

そのあたりは管理をしながら、課長が管理をしながら情報提供をしていくということをいう

ことをやっております。ただ、あのぅ、そのタイミングであったりの段階で、ここまで議会

に説明できていたかというと、そうでなかった部分というのが多々あったということは、あ

のぅ、反省をしております。あのぅ、その場合には、ご承知のように、えぇ、ＳＮＳ等を通

じて、すみません、いわゆる電子情報で議員の皆様に伝えさせていただいたケースもあった

かというふうに思います。限られた情報手段でございますので十分な情報が伝わらなかった

と点というのはあったかというふうに、まぁ、反省をしております。我々は住民の皆様への

説明のまず第一歩として、あのぅ、議会の皆様にしっかり情報共有をさせていただくことが

第一義的に、根本的に大切なことだというふうに考えております。これからも情報共有に努

めてまいりたいというふうに思いますので、よろしくお願いをしたいというふうに思います。 

 
●辰田議員（辰田直久）  はい。議長。 

 

●山中議長（山中康樹）  辰田議員。 



 

●辰田議員（辰田直久）  はい。まぁ、あのぅ、職員の育成のこともありますし、それか

ら全部が全部議会のほうへかけていただくいうことでも、私がいう意味ではないですが。た

だ、この事業とかいう場合は、これはある程度予算も伴うし、えぇ、どうかしなければいけ

ないんだという、ここに座っている執行部の課長級の皆さんの中でも一人二人ちょっと意見

が違うということがあれば、それ、そういうものについてはやっぱり議会にも相談してみる

とかいうことも、一つの視点ではないかと私は思います。それと、まぁ、３月議会では邑南

町初めて、あのぅ、修正動議が可決された経緯がございますが。あのぅ、先ほど言ったよう

に信頼関係が失われていけばそういう、まぁ、予算とかなんかでも執行部に有利だといえば

有利なんでしょうが。予算、一括上程がされていますよね。これについても、中身ひとつの

ことで、やはり議案全体を否決するという動きがでてもおかしくはないと思うんですよね。

そうなってくると、行政の停滞で影響を受けるのは町民ですから、できるだけそういうこと

をなくすためにも、こういった意思の疎通とか、発表の仕方とか、前もっての委員会にかけ

るとか、そういったことがある程度必要ではないかと。そりゃあ緊急性を要するものとか専

決でできるようなものとかじゃなしに、もう少しそういった点を考えていただきたいと思い

ます。えぇ、そして３つ目にあげております町民や事業者の意向確認ということですが、こ

れは、あのぅ、質問というよりも要望になると思いますので、答弁は結構でございますが。

あのぅ、まぁ、町政座談会をやられています。それから、いろんな委員会、それから、えぇ

等も、町へ来ていただいて関係者の皆さんと話をされている。それから、事業所やら施設関

係のいろんな多方面のことで寄っていただいたりして話はされると思うんですが。実際に現

場とか、そういう職場とかに行って話を聞いたり、それから見たりされるこというのは、私

はそんなに執行部としてはないと。議員の役目でもある点もありますので、議会の方も委員

会でそういったところに行って視察をさせていただくことがあるんですが。そこへ行って初

めて気づかせていただくこともたくさんあるわけです。やはりそれは、えぇ、議会だろうが

執行部だろうが、やっぱりやって、いろんな面で協調してやっていくためには、同じ目線で

見る必要も私はあると思うんですよね。そうなってくると、あのぅ、そういった機会が少な

いということは、あのぅ、逆に町民の皆さんからの信頼感も少し、やっぱり。話を聞いちゃ

るけえ来いや、というような態度でなくして、話を聞かせてくださいと言って行く、方から

すればありがたいと思われると思うんですよね。まぁ、その点を今後。まぁ、今はちょうど

コロナの関係で難しい面もあるかもしれませんが、それがなくてももちろんそういったもの

をだんだんと熟成していくような形をとっていっていただきたいということをお願いをし

ておきたいと思います。えぇ、そしてあと時間がもう二、三分になりましたのでまとめたい

と思いますが、あのぅ、今回の定例会には町長の期末手当のカットの条例変更案も、まぁ、

町長自ら、町長の町民の寄り添う意味でのということで出されているのはご承知のとおりで

すが。その賛否等につきましてはこのあとの本会議で採決されるわけなんですが、あのぅ、

全国各地でコロナの影響なのかそのほかの影響があるのか、そりゃあわかりませんが首長、

首長の報酬や手当のカット。なかには退職金まで辞退をされるようなところもあるように聞

いておりますが。あのぅ、石橋町長は自分の思いで、自分だけがこの期末手当のカットを、

まぁ、提案されたと聞いておるんですが。あのぅ、私は少なからず三役さんや管理職の皆さ

んには、様々な葛藤も少し出たんではないかと思います。ただ、議会の方でもそういったい

ろんな、あぁ、葛藤とまではいかないかもしれませんが、いろんな思いがあったように思い

ます。まぁ、私は本当にそういう気持ちでこういった条例変更案を出されるなら、先ほどか

ら質問もありました亀山議員さんの考え等もありますが、あのぅ、要望というかお願いをし

た、町民や事業者さんのところに直接出向いていって、いろんな意味で話を聞くような姿勢



をもっともっとやられた方が、報酬とかなんかをカットされるよりもいろんな意味で効果も

あるし、喜ばれるんではないかと思いますが、町長最後にその点に一言コメントをいただけ

ればと思います。 

 

●山中議長（山中康樹）   えぇ、通告にはありませんが、町長答弁を。はい。 

 

○石橋町長（石橋良治）   まぁ、私も一つの政治信条として、現場主義というのを言っ

ております。で、今回の問題についても時間がある限り現場の方にも行っております。道の

駅とか雲井の里、数回行っとりますし、福祉の関係でもどうだろうかというところでデイサ

ービスをやっている事業者のところに行って直に話も聞いております。もちろん飲食業の

方々は、もう当然行かなくても状況はわかるというところで、全く行ってないわけではなく

て、結構自分なりに動いているつもりでございます。 

 

●辰田議員（辰田直久）  はい。議長 

 

●山中議長（山中康樹）  辰田議員。 

 

●辰田議員（辰田直久）  はい。まぁ、言いたいことも言わせてもらいましたが、とにか

くやはりこういった、まぁ、非常事態と言えば非常事態ですので、議会の方もいろんな視野

をもって協力すべきところは協力をする。しかし、私らの、町長も言われるように、選挙で

選ばれてきた議員でございますので、そういったいろんな人の考えもここで言って、えぇ、

物申すことは言わなければだし、自分の考えを言うのは当然でございますので、その点を理

解をしていただいて、えぇ、今後の、そのぅ、コロナがこれ以上拡大しないことを祈念をい

たしまして、私の質問、終わらせたいと思います。 

 
●山中議長（山中康樹）  以上で辰田議員の一般質問は終了いたしました。ここで暫時休

憩とさせていただきます。 

 
―― 午前11時42分 休憩 ―― 

 
（Ｂグループ議員入場） 

 
―― 午前11時43分 再開 ―― 

 
●山中議長（山中康樹）  再開をいたします。 
 

～～～○～～～ 
 
●山中議長（山中康樹）  ここで休憩に入らせていただきます。再開は、午後１時１５分

とさせていただきます。 

 
―― 午前11時44分 休憩 ―― 



 
―― 午後１時15分 再開 ―― 

 
～～～○～～～ 

 
●山中議長（山中康樹）  再開をいたします。 

 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第３ 議案の討論・採決 

 
●山中議長（山中康樹）  日程第３、議案の討論、採決。これより、議案の討論、採決に入

ります。議案第７４号に対する討論を行います。討論は、反対討論から始め、賛成討論、反対

討論と交互に行います。はじめに、反対討論はありませんか。 

 
●大和議員（大和磨美）  １番。 
 
●山中議長（山中康樹）  １番、大和議員。 

 
●大和議員（大和磨美）  議案第７４号、邑南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費

に関する条例の一部改正について、私は反対の立場で意見を述べます。この条例改正によっ

て６月に支給される町長に対する期末手当１４４万円を支給しないということです。この提

案した理由として、この度のコロナウイルスで町内の業者、特に飲食サービス業が大きな打

撃を受けているためその痛みに寄り添う意味で期末手当を受け取らないようにしたい、と町

長は心情的な理由を述べられました。期末手当１４４万円を受け取らないことで、その分を

新型コロナウイルス対策の他の事業に充てるのならば理由として理解も出来るのですが、そ

のようなことも見受けられません。今のままでは、仮に減額した部分が何処に町の予算とし

て消えたかということが不明であり、期末手当を受け取らないことが町民に寄り添う事とな

る根拠がよくわかりません。また、この条例改正案を表明したと同時に町長は今秋の町長選

への出馬を表明されました。この事で、町民に対して選挙前のパフォーマンスではないかと

の誤解が生じることも否定出来ないと思います。本当の意味で町民に寄り添うのであれば、

規定された手当をきちんと受け取り町内の経済を回すことに使用する。また、もし受け取ら

ないこととしたならば、その金額を全額町のコロナウイルス対策事業に充てて町民の皆さん

のために使うという目的を明確にすべきではないでしょうか。以上の理由により私は議案第

７４号に反対いたします。議員諸兄の御賛同をお願いいたします。 

 
●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 

 
●山中議長（山中康樹）  反対討論はありませんか。 

 



●大和議員（大和磨美）  ７番。 
 
●山中議長（山中康樹）  ７番、大屋議員。 

 
●大屋議員（大屋光宏）  議案第７４号に反対の立場で討論いたします。今回、町長が期末

手当をカットするという事を新聞報道で知りました。その時から違和感と疑問がありました。

何度か説明を受ける機会はありましたが、説明の内容、その説明の姿勢から見まして当初感じ

た違和感、疑問というのは最後まで解消することはありませんでした。第一の疑問は、期末カ

ットをすること、あすいません、期末手当をカットすることが町民に寄り添う姿勢となるとい

うことです。本来町長の立場は、町民の皆さんとは当初から立場が違います。月給、あの月額

報酬、手当等見ましても期末手当をカットするのみで町民に寄り添うという事には物理的には

ならないものです。また、説明の姿勢につきましても、上程でも説明がなく、質疑の場面で説

明がないという指摘があったものの、既に全員協議会で説明がしてあるということで再度説明

があったものではありません。議案提出において説明があったと言い難い部分があります。併

せまして、今朝の亀山議員の一般質問の答弁におきましても、議会に事前に説明したとしても

議会が同意しょうがしまいと私は期末手当をカット取りやめるものではないといわれました。

ただこれは条例ですので議会の同意が必要というのは当然わかることであり、説明姿勢に疑い

をもつものです。先ほどありましたとおり、本来であれば新型コロナ感染症対策に対する支援

策をまず示すべきです。それらを示したうえで、期末手当をカットすることによって初めて町

民に寄り添う姿勢というものが出てくるのではないでしょうか。今回は、期末手当カットがあ

りきであり、何度かの説明を受けましても明確に賛成してこの事を住民に説明する、自らがき

ちっと説明する自信が持てないがために、私はこの条例案に対して反対をいたします。議員の

皆さんの賛同をよろしくお願いいたします。 

 
●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 

 
●山中議長（山中康樹）  反対討論はありませんか。 

 
●亀山議員（亀山和巳）  １２番。 
 
●山中議長（山中康樹）  １２番、亀山議員。 

 
●亀山議員（亀山和巳）  本議案に反対の立場で討論いたします。その討論としての理由

は三つこの度は挙げております。まず第一は、公職選挙法に照らして考えると今回提案の議

案は公職選挙法に触れない対応をとることに他ならないということでございます。公職選挙

法では、今朝ほども言いましたように政治家は災害や火事、病気見舞い等を厳しく禁じてお

ります。この議案は町の最高責任者として町長のみが町民に寄り添う姿勢を見せるというも

ので、町行政全体としてではなく個人的寄附の色合いが強いということであります。二番目

には期末手当の解釈について、期末手当は民間の賞与とは異なるものであるということでご



ざいます。議案は、民間の窮状に鑑み賞与を受け取る状況にはないということですが、これ

は私たち特別職の期末手当は職員の期末手当を基礎に算定してあるものであることから、民

間のボーナスと同じ考えをするということは職員の期末手当をも脅かす結果となるおそれが

あるということでございます。もう一点は、議案を上程したことは決定は議会の責任となる

ということでございます。賛否を決める理由として、町長が決めたのだからというのでは議

会否定に繋がる考えであり、議会の議決はこの地方公共団体邑南町の意思決定となることか

ら、議会は期末手当をそのままにしておいて町長のみの対応で良いとは当然考えられません。

以上、三つ他にもありますがとりあえず三つの理由からこの議案には反対します。どうか皆

様方の御賛同を得られますように、よろしくお願いいたします。 

 
●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 
 
●山中議長（山中康樹）  反対討論はありませんか。 
 
●山中議長（山中康樹）  無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議

案第７４号に賛成の方の挙手を求めます。 
 
●山中議長（山中康樹）  はい、賛成少数。したがって、議案第７４号、邑南町特別職の職

員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正につきましては、否決をいたしました。 

 

●山中議長（山中康樹）  続きまして、議案第７５号に対する討論を行います。反対討論は

ありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。 
議案第７５号に賛成の方の挙手を求めます。 

 
●山中議長（山中康樹）  はい、全員賛成。 

 

●山中議長（山中康樹）  全員賛成。したがって、議案第７５号、邑南町税条例の一部改正

につきましては、原案のとおり決定をいたしました。 

 

●山中議長（山中康樹）  続きまして、議案第７６号に対する討論を行います。反対討論は

ありませんか。 



 
（「ありません」の声あり） 

 
●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議

案第７６号に賛成の方の挙手を求めます。 

 
●山中議長（山中康樹）  はい、全員賛成。 

 

●山中議長（山中康樹）  全員賛成。したがって、議案第７６号、邑南町国民健康保険税条

例の一部改正につきましては、原案のとおり決定をいたしました。 

 
●山中議長（山中康樹）  続きまして、議案第７７号に対する討論を行います。反対討論は

ありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。 
議案第７７号に賛成の方の挙手を求めます。 

 
●山中議長（山中康樹）  はい、全員賛成。 

 

●山中議長（山中康樹）  全員賛成。したがって、議案第７７号、邑南町後期高齢者医療に

関する条例の一部改正につきましては、原案のとおり決定をいたしました。 

 

●山中議長（山中康樹）  続きまして、議案第７８号に対する討論を行います。反対討論は

ありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 



 
●山中議長（山中康樹）  無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議

案第７８号に賛成の方の挙手を求めます。 

 
●山中議長（山中康樹）  はい、全員賛成。 

 

●山中議長（山中康樹）  全員賛成。したがって、議案第７８号、邑南町特定教育・保育施

設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部改正につきましては、原案のとお

り決定をいたしました。 

 

●山中議長（山中康樹）  続きまして、議案第７９号に対する討論を行います。反対討論は

ありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議

案第７９号に賛成の方の挙手を求めます。 

 
●山中議長（山中康樹）  はい、全員賛成。 

 

●山中議長（山中康樹）  全員賛成。したがって、議案第７９号、邑南町長等の損害賠償責

任の一部免責に関する条例の制定につきましては、原案のとおり決定をいたしました。 

 

●山中議長（山中康樹）  ただ今より休憩といたします。再開は１時４０分といたします。 

 

―― 午後１時27分 休憩 ―― 

 

―― 午後１時46分 再開 ―― 

 

●山中議長（山中康樹）  再開をいたします。 

 
●山中議長（山中康樹）  続きまして、議案第８０号に対する討論を行います。反対討論は

ありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 



 

●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議

案第８０号に賛成の方の挙手を求めます。 

 
●山中議長（山中康樹）  賛成多数。 

 

●山中議長（山中康樹）  はい、賛成多数。したがって、議案第８０号、令和２年度邑南町

一般会計補正予算第３号につきましては、原案のとおり決定をいたしました。 

 

●山中議長（山中康樹）  続きまして、議案第８１号に対する討論を行います。反対討論は

ありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議

案第８１号に賛成の方の挙手を求めます。 

 
●山中議長（山中康樹）  はい、全員賛成。 

 

●山中議長（山中康樹）  全員賛成。したがって、議案第８１号、令和２年度邑南町国民健

康保険事業特別会計補正予算第２号につきましては、原案のとおり決定をいたしました。 

 

●山中議長（山中康樹）  続きまして、議案第８２号に対する討論を行います。反対討論は

ありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議



案第８２号に賛成の方の挙手を求めます。 

 
●山中議長（山中康樹）  はい、全員賛成。 

 

●山中議長（山中康樹）  全員賛成。したがって、議案第８２号、令和２年度邑南町国民健

康保険直営診療所事業特別会計補正予算第１号につきましては、原案のとおり決定をいたしま

した。 

 

●山中議長（山中康樹）  続きまして、議案第８３号に対する討論を行います。反対討論は

ありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議

案第８３号に賛成の方の挙手を求めます。 

 
●山中議長（山中康樹）  はい、全員賛成。 

 

●山中議長（山中康樹）  全員賛成。したがって、議案第８３号、令和２年度邑南町下水道

事業特別会計補正予算第１号につきましては、原案のとおり決定をいたしました。 

 

●山中議長（山中康樹）  続きまして、議案第８４号に対する討論を行います。反対討論は

ありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議

案第８４号に賛成の方の挙手を求めます。 

 
●山中議長（山中康樹）  はい、全員賛成。 

 



●山中議長（山中康樹）  全員賛成。したがって、議案第８４号、令和２年度邑南町水道事

業会計補正予算第１号につきましては、原案のとおり決定をいたしました。 

 

●山中議長（山中康樹）  ここで暫時休憩をいたします。 

 

―― 午後１時50分 休憩 ―― 

 

（追加日程第１の配付） 

 

―― 午後１時52分 再開 ―― 

 

●山中議長（山中康樹）  再開をいたします。 

 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

追加日程第１ 町長提出議案の上程・説明・質疑・討論・採決 

 
●山中議長（山中康樹）  再開いたします。ただいま、町長から、議案第８５号 財産の取

得について。議案第８６号 令和２年度邑南町一般会計補正予算第４号について。以上、議案

２件が提出されました。お諮りをいたします。議案第８５号及び議案第８６号の議案２件を、

日程に追加し、追加日程第１として、日程の順序を変更し、ただちに議題としたいと思います。

これにご異議はありませんか。 

 
（「異議なし」の声あり） 

 
●山中議長（山中康樹）  異議なしと認めます。したがって、議案第８５号及び議案第８６

号の議案２件を、日程に追加し、追加日程第１として、日程の順序を変更し、ただちに議題と

することに決定をいたしました。 

 
●山中議長（山中康樹）  追加日程第１、町長提出議案の上程・説明・質疑・討論・採決に

入ります。議案第８５号及び議案第８６号の議案２件を、一括上程いたします。提出者から提

案理由の説明を求めます。 

 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

（議案の説明） 

 
○石橋町長（石橋良治）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  石橋 町長。 
 



○石橋町長（石橋良治）  議案第８５号から議案第８６号までの提案理由をご説明申し上

げます。まず、議案第８５号財産の取得についてでございますが、これは、スクールバス１

台を購入しようとするものでございます。次に、議案第８６号令和２年度邑南町一般会計補

正予算第４号は、歳入歳出それぞれ１億４，４３９万９，０００円を追加するものでござい

ます。議案の詳細につきましては、お手元に「追加議案の詳細説明資料」をお配りしており

ますのでご確認ください。 

 

●山中議長（山中康樹）  以上で、執行部の説明は終了いたしました。 

 

●山中議長（山中康樹）  ここで休憩に入らせていただきます。再開は、午後２時１０分と

させていただきます。 
 

――午後１時54分 休憩 ―― 

 
――午後２時10分 再開 ―― 

 
●山中議長（山中康樹）  再開をいたします。 
 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

議案の質疑 

 

●山中議長（山中康樹）  これより質疑に入ります。はじめに、議案第８５号に対する質

疑に入ります。質疑はありませんか。 

 

（「ありません」の声あり） 

 

●山中議長（山中康樹）  無いようですので、議案第８５号の質疑を終わります。続きま

して、議案第８６号に対する質疑に入ります。質疑の際は、あらかじめページ数を示して、

これを行っていただきますようお願いいたします。議案第８６号に対する質疑はありません

か。 

 

●日野原議員（日野原利郎）  ９番。 

 

●山中議長（山中康樹）  ９番、日野原議員。 

 

●日野原議員（日野原利郎）  委員会でも若干触れて質問をしたりしたんですが、再度確

認をさしてください。ＧＩＧＡスクールの件で、現在まだインターネットに加入されていな

いご家庭もあると思います。要はその家庭について、今度このＧＩＧＡスクールでタブレッ

トを家で使えるということになると、インターネットに加入しないと入れないわけです。そ

の場合使用料が絡んでくるんです。おそらく今ではそんなにインターネットを見ないし、必



要ないということで多分入っておられんのだと。今度はそのために入らにゃいけん事につい

て質問した時には、例えばそういうご家庭は公民館なりどっかで利用できるようにという話

もあったんですが。例えばセンターの方で、それはいつもではないんで、よっぽどこういっ

た事態にならんとそれは利用することはないと思うんですが、そん時だけ全体にポンとイン

ターネットに繋げられるとか。そういった方法があるのかないのか。その辺はどう考えてお

られるのかというのを聞かせてください。 

 

○高瀬学校教育課長（高瀬満晃）  議長。 

 

●山中議長（山中康樹）  高瀬学校教育課長。 

 

○高瀬学校教育課長（高瀬満晃）  先ほどの質問についてですが、情報の方に確認をしま

したら、確かに機械の方でですねそういった操作もできないということもないことはないと

は聞いてはおりますが。もう一つ聞いたのははですね、これは決定事項ではございませんが、

例えば工事をしてですねその利用をするまでは休止届け出しといて、今回のような状況が起

きた時に初めてそこで再開届けを出してというやり方で必要な時だけ通信料というような

こともできないこともないということでしたが。最終的に、もしそういうやり方をするにし

てもですね、審議会の方でそういったやり方でどうかというのを一遍審議さしてもらっとい

て、それでそういうやり方をするなら決定する、というふうなことになろうかという話でし

たので。ここではちょっと確約のやり方はできないんですが、いくらかの方法はできるとい

うふうには聞いてはおります。 

 

●山中議長（山中康樹）  日野原議員。 

 

●日野原議員（日野原利郎）  はい。わかりました。いずれにしてもせっかくの事業で、

子供さん方にとって全ての子供さんが同じような形でできるように、今後ともご検討を頂き

たいというように思います。 

 

●山中議長（山中康樹）  ほかにはありませんか。 

 

●山中議長（山中康樹）  ７番、大屋議員。 

 

●大屋議員（大屋光宏）  ページの８ページ９ページの商工費の邑南町中小企業・小規模

企業事業継続支援金です。全協等では質問しましたが理解しているつもりでしたが、本日辰

田議員の一般質問の中でコロナ対策って事で事業に対して即効性と公平性ってゆう話が出ま

した。その答弁等聞いてまして、また昨日自分が一般質問するにあたりまして県内の他の自

治体の同じような制度を参考に色々見とりました。邑南町のこの制度設計が本当に公平性で

あって迅速、あの即効性があって思いが伝わる制度かどうか大変疑問に思う点がありました。

この制度を作るにあたりまして、県内でいえば邑南町が一番最後の方の組になると思います。



参考にされた自治体であるとか、他の自治体の実際にやられて問題になった点等があって何

か工夫をしたとか、この制度設計にあたって他の自治体とは違って工夫をしてある点等があ

ったら教えてください。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  寺本商工観光課長。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  はい。えぇ、先ほどのご質問ですが島根県内の各自治

体のえぇとり取り組みの方を参考にしてえぇ事業の方を設計をいたしましたが、やはり邑南

町えぇ持続化給付金をえぇ頂けない、特にえぇ４月５月をまぁ自粛の方の要請をお願いをし

ましたので、まぁそこにそこでまぁ２０％から５０％未満のえっ売り上げの減少があった事

業者に対して、えぇこの２０万円を給付するというのがまぁ一番有効だとゆう手段というこ

とで判断さしていただきました。 

 

●山中議長（山中康樹）  ７番。 

 

●大屋議員（大屋光宏）  具体的に疑問点を投げかけますと、一つは一律２０万円の給付

であるということ。多くの自治体は２０万円ではないとこはありますが、上限がってことで

あります。具体的な事例を示しますと、農業とかではありうるパターンですが月売り上げが

５０万だった農業者が道の駅が休止になったがために４０万になった、ということは２０％

の減なので対象になると思います。ただ実際は売り上げが１０万の減なんだけど貰えるのは

２０万でそれでもいいてことなのか。それは公平性から見た時にどうなのかってゆうことが

あると思います。それと、売り上げは減少はしてないけれど利益は減少している事業者。具

体的には例えば小売業につきましては、お客さんが増えたので売り上げは増えている。ただ

し、コロナ対策等実施したので経費は、人件費を含め経費はかかったので最後精算してみた

ら前年より利益が大幅に減った。こういったものは対象になるのかどうか。もう一点は、お

そらく気がついてないのかなと思ったんですが、多々議論しとる中で前年度売り上げを見た

時に青色申告書の月別の売り上げの欄があるのでそれで比較しますとゆう話がありましたが、

農業者用の青色申告書にはそうゆうものがないです。迅速性ってことで言えば、農業者にと

っては証明する書類がないので、それを作るのか、どう対応するかでかなり時間がかかると

思うんですが３点ほど具体的に教えてください。 

 

●山中議長（山中康樹）  暫時休憩といたします。 

 

―― 午後２時17分 休憩 ―― 

 

―― 午後２時19分 再開 ―― 

 



●山中議長（山中康樹）  再開をいたします。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  寺本商工観光課長。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  今回の補助制度ではあくまでもえぇ売り上げというこ

とを見て、えぇ、計算をしたいとゆうふうに考えております。で、利益の部分ですけども利

益の部分の増減の方はえぇ濃淡あの少しわかりにくい部分がありますので見ておぉ今回は

見ておりません。で、農業者の、えぇ、かく農業者に対してですが、えぇ、に申告時に自分

の控えがあるものはそのもので確認をしようと思っています。で、ない方に対しては、まぁ、

通帳で確認をしようとゆうふうに思っております。 

 

（「一つ目の質問は」と言うものあり） 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  寺本商工観光課長。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  え、今回は、えぇ、交付金の性質上一律２０万という

事がありますので、それはもう２０万支払うというふうに考えております。 

 

●山中議長（山中康樹）  ７番。 

 

●大屋議員（大屋光宏）  今朝方の質問の中で、即効性と公平性という話がありましたの

で確かにそうだなと思って聞いておりまして、その点を疑問に思いました。ほかの自治体を

真似してやっとるかもしれませんが、その中で邑南町の違いは唯一は、まずは一律２０万で

ある点。大部分の自治体は上限がってゆうことで決まってます。それから、売り上げの減少

だけでないとこがあるってことで、飯南町では次の項目に該当すれば条件に応じて払います

よってゆうのが、売り上げの減少のほかに、感染防止対策経費の増であるとか、営業時間日

数の縮小とか売り上げとは直接関係ない部分でもやはり負担があった部分について、該当す

れば払いますよって事です。それらの参考にして作られておればもうちょっと違ったものな

のか、それらを踏まえたうえで作られたのであっても即効性と公平性、制度設計について大

変疑問に思いましたが、やはり売り上げ減少以上に一律で２０万円払うよってゆうとこにつ

いては説明が必要なんだと思います。もう一度、他の自治体は計算式がある中で上限がいく

らですよってゆうことです。国の交付金についても一律１００万円じゃなくて、一月の売り

上げ減掛ける１２ヶ月でやって上限が１００万ってことです。邑南町だけが一律２０万であ

る、売り上げ減以上でも支払いますよってゆうとこの説明をもう一回お願いします。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  番外。 



 

●山中議長（山中康樹）  寺本商工観光課長。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  えぇ、だ、今回の補助金の、えぇ、まずモデルとっ、

モデルとなってるのは持続化給付金をモデルとしています。で、その中で持続化給付金に対

象にならなかったというところで、えぇ、方をまず救いたいという思いがあります。そして

邑南町独自で考えてるのはやはり邑南町は４月５月にやはり休業願いをお願いをしている

とこが自粛のお願いをしてるとこがありますので、まぁそこで持続化給付金の場合はあのそ

ういったあの制度があの、月を割っているようなこともありまけども、今回は４月、５月で

売り上げが減少したえぇ事業者に対して、えぇ、出すという形でえぇ組みました。もちろん、

えぇ、他の自治体の方も参考にしてきましたが邑南町がやはり即効性で、えぇ、即効性があ

り、えぇ、あの事業者の方を救えるというのは一番この、えぇ、やりかたが速くて、えぇ、

正確でとゆう事を考えて、えぇ、この提案をさしていただきました。 

 

●山中議長（山中康樹）  はい、大屋議員。 

 

●大屋議員（大屋光宏）  売り上げの減少以上に交付金を出す理由。例えば、４月５月の

売り上げ減が５万５万とか１０万１０万であれば上限ってことで２０万でわかるんですけ

ど。じゃないな。仮に５万５万で該当した場合、２ヶ月でも１０万しか減少してないんだけ

ど貰えるのは２０万であるという、売り上げの減少以上貰える理由です。国の持続化給付金

も計算式があって、上限が１００万であって売り上げの減少以上は計算上貰えなくなってま

す。たくさん貰える人はありがたいですが、必ず不公平で「お前んとこはええな」って言わ

れますので。他の自治体も上限ってゆうことで決まっております。邑南町だけが一律で売り

上げの減少以上貰える人が出てくる理由を教えてください。 

 

●山中議長（山中康樹）  寺本商工観光課長。 

 

○寺本商工観光課長（寺本英仁）  え、今回のえぇ交付金のまぁ性質、性質上ですが、売

り上げの減少分は補填するという形だ、でしたので、一律というふうにえぇ考えております。 

 

●山中議長（山中康樹）  暫時休憩といたします。 

 

―― 午後２時25分 休憩 ―― 

 

―― 午後２時27分 再開 ―― 

 

●山中議長（山中康樹）  再開をいたします。 

 

○白須財務課長（白須寿）  議長、番外。 

 



●山中議長（山中康樹）  白須財務課長。 

 

○白須財務課長（白須寿）  先ほどの大屋議員の質問に対して、ちょっと財政の方から説

明をさせていただきます。今回の制度の財源としております地方創生の臨時交付金ですが、

要件の一つと言いますか事例集の一つの中に損失補填という意味合いで支払われるものに

ついては臨時交付金の対象にならないとゆう記載がございました。町の方ではそれを受けて

一律いくらという形に整理したところでございます。他の市町がそうゆう所をどうゆうふう

に整理したかとゆう所は詳しく把握しておりませんが、おそらくその差を付けた部分は、予

想ですが自主財源で対応しているとゆうような方法をとっている事が予想されます。以上得

ございます。 

 

●山中議長（山中康樹）  ほかにはないでしょうか。 

 

●山中議長（山中康樹）  ありませんか。 

 

●山中議長（山中康樹）  無いようですので、議案第８６号の質疑を終わります。以上で、

議案第８５号及び議案第８６号の質疑は、すべて終了いたしました。 

 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

議案の討論・採決 

 
●山中議長（山中康樹）  これより、議案の討論、採決に入ります。議案第８５号に対する

討論を行います。討論は、反対討論から始め、賛成討論、反対討論と交互に行います。はじめ

に、反対討論はありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議

案第８５号に賛成の方の挙手を求めます。 

 
●山中議長（山中康樹）  はい、全員賛成。 

 

●山中議長（山中康樹）  全員賛成。したがって、議案第８５号、財産の取得につきまして

は、原案のとおり決定をいたしました。 

 



●山中議長（山中康樹）  続きまして、議案第８６号に対する討論を行います。反対討論は

ありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 
 

（「ありません」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議

案第８６号に賛成の方の挙手を求めます。 

 
●山中議長（山中康樹）  はい、全員賛成。 

 

●山中議長（山中康樹）  したがって、議案第８６号、令和２年度邑南町一般会計補正予算

第４号につきましては、原案のとおり決定をいたしました。 

 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第４ 閉会中の継続調査の付託 

 
●山中議長（山中康樹）  日程第４、閉会中の継続調査の付託についてを議題といたします。

各委員長よりお手元に配付しておりますとおり、閉会中の継続調査の申し出がありました。お

諮りをいたします。各委員長の申し出のとおり、これを閉会中の継続調査に付することに、ご

異議はありませんか。 
 

（「異議なし」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  異議なしと認めます。したがって、各委員長の申し出のとおり、

これを閉会中の継続調査に付することに決定をいたしました。 
 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第５ 議員派遣について 

 
●山中議長（山中康樹）  日程第５、議員派遣についてを、議題といたします。お諮りをい

たします。邑南町議会会議規則第１２６条の規定により、お手元に配布のとおり、議員を派遣

いたしたいと存じます。これに、ご異議はありませんか。 
 

（「異議なし」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  異議なしと認めます。したがって、議員派遣については、お手元



に配布のとおり、議員を派遣することに決定をいたしました。 
 

～～～～～～～○～～～～～～～ 

閉会宣告 

 
●山中議長（山中康樹）  以上で、本定例会に付議されました案件は全て議了いたしました。

お諮りをいたします。本定例会に付議されました案件は全て議了いたしましたので、邑南町議

会会議規則第６条の規定により、本日をもって閉会といたしたいと思います。これにご異議は

ありませんか。 
 

（「異議なし」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  異議なしと認めます。したがって、本定例会は本日をもって閉会

することに決定をいたしました。以上をもちまして、本日の会議を閉じます。これをもちまし

て、令和２年第４回邑南町議会定例会を閉会といたします。 
 

―― 午後２時31分 閉会 ―― 
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